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伴
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
生
業
の
変
化
や
貢
納
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
は
、
古
代
の
生
産
活
動
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
規
定
さ
れ
て
い
た
の
か
を
考

え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
同
地
域
の
漁
撈
活
動
が
専
業
化
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
も
、
大

き
な
問
題
で
あ
る
。
特
定
集
団
に
お
け
る
生
業
の
専
業
化
の
是
非
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
は
、
古
代
に
お
け
る
生
産
関
係
が
ど
の
よ
う
に
編
成
さ
れ
た
の
か
を

考
え
る
手
掛
か
り
と
な
る
。
網
野
善
彦
氏
は
、
御
厨
・
供
御
人
の
生
業
実
態
を

専
業
的
な
漁
撈
に
よ
る
も
の
と
し
、
彼
ら
が
定
住
し
て
耕
地
と
結
び
つ
く
の
は

一
一
世
紀
の
供
御
免
田
の
確
立
に
よ
る
と
論
じ
、
ま
た
、
御
厨
・
供
御
人
の
前

身
で
あ
る
雑
供
戸
も
専
業
的
漁
撈
集
団
で
あ
る
と
し
た（

２
）

。
し
か
し
近
年
、
近
江

国
筑
摩
御
厨
の
生
業
実
態
が
農
業
と
漁
撈
を
兼
業
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り（

３
）

、
御
厨
・
供
御
人
を
直
ち
に
専
業
漁
撈
と
結
び
つ
け
る

こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
難
波
地
域
に
は
、
後
の
御
厨
に
つ
な
が
る
雑

供
戸
が
設
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
雑
供
戸
の
専
業
化
の
是
非
も
検
討
す

べ
き
課
題
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
七
世
紀
末
か
ら
一
〇
世
紀
初
頭
に
か

け
て
の
難
波
・
住
吉
地
域
に
お
け
る
漁
撈
を
中
心
と
し
た
生
業
と
貢
納
の
関
係

を
考
察
す
る
。
対
象
を
同
地
域
と
し
た
理
由
は
、
第
一
に
、
難
波
と
い
う
交
易

拠
点
の
近
郊
に
お
け
る
生
業
と
貢
納
・
交
易
の
関
係
を
検
討
す
る
た
め
で
あ
る
。

第
二
に
、
同
地
域
が
史
料
・
文
学
作
品
・
考
古
資
料
な
ど
、
多
く
の
検
討
材
料

に
恵
ま
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
検
討
方
法
は
、
ま
ず
史
料
・
文
学
作
品
・
考

は
じ
め
に

本
稿
の
目
的
は
、
古
代
難
波
・
住
吉
地
域
に
お
け
る
漁
撈
を
中
心
と
し
た
生

業
の
実
態
を
検
討
し
、
難
波
と
い
う
交
易
拠
点
を
控
え
た
地
域
に
お
け
る
漁
撈

が
、
社
会
的
分
業
や
律
令
国
家
の
貢
納
体
制
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

『
万
葉
集
』
に
は
、
文
武
朝
か
ら
孝
謙
朝
ま
で
に
行
わ
れ
た
難
波
行
幸
等
に

関
わ
る
歌
が
多
数
収
め
ら
れ
て
お
り
、
難
波
や
住
吉
の
漁
撈
に
関
す
る
歌
も
少

な
く
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
一
〇
世
紀
に
編
纂
さ
れ
た
『
延
喜
式
』
に
よ
る
と
、

同
地
域
を
所
管
す
る
摂
津
国
に
よ
る
水
産
物
の
貢
納
品
は
、
諸
国
例
貢
御
贄
等

と
し
て
ワ
タ
リ
ガ
ニ
の
一
種
と
さ
れ
る
擁
釼（

１
）

、
諸
国
進
年
料
雑
薬
と
し
て
烏
賊

骨
・
鼈
甲
、
及
び
諸
国
貢
進
御
贄
の
節
料
と
し
て
交
易
進
上
し
た
水
産
物
が
あ

る
程
度
と
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
八
世
紀
の
天
皇
や
従
駕
官
人
に
同

地
域
の
漁
撈
が
強
く
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。

八
世
紀
と
一
〇
世
紀
の
こ
の
差
異
は
、
貢
納
集
団
が
国
家
か
ら
課
せ
ら
れ
た

役
割
の
変
化
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
の
変
化
は
生
業
実
態
の
変
化
を
も

古
代
難
波
・
住
吉
地
域
に
お
け
る
生
業
と
貢
納

　

―
延
喜
式
・
万
葉
集
・
考
古
資
料
か
ら
―
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ガ
マ
な
ど
が
群
生
す
る
排
水
不
良
の
湿
地
が
広
が
っ
て
い
た
と
い
う
。

史
料
か
ら
見
る
摂
津
国
の
生
業

古
代
史
料
は
、
公
的
記
録
が
多
く
を
占
め
る
た
め
に
、
そ
こ
に
見
え
る
生
業

が
必
ず
し
も
当
該
地
域
の
生
業
の
全
て
を
反
映
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま

た
、
摂
津
国
に
つ
い
て
は
荷
札
木
簡
等
の
出
土
も
寡
少
で
あ
る
た
め
、
史
料
が

一
〇
世
紀
の
『
延
喜
式
』
に
偏
る
傾
向
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
同
書
か
ら
で
は
郡

ご
と
の
貢
納
分
担
ま
で
は
知
り
得
な
い
。
し
か
し
、
体
系
的
に
貢
納
品
目
を
記

し
た
『
延
喜
式
』
の
検
討
は
、
各
国
の
生
業
が
国
家
の
貢
納
体
制
の
中
に
占
め

る
位
置
付
け
を
知
る
上
で
有
効
で
あ
る
。

同
書
か
ら
見
た
摂
津
国
の
負
担
品
目
は
、
稲
な
ど
の
農
作
物
、
調
と
し
て
指

定
さ
れ
た
薦
・
木
器
・
土
器
等
の
手
工
業
製
品
や
貨
幣
、
贄
や
雑
薬
に
見
え
る

擁
釼
や
鼈
甲
・
烏
賊
骨
な
ど
の
水
産
物
、
菅
や
雑
薬
な
ど
の
採
集
物
、
徭
丁
、

牧
の
経
営
に
よ
る
馬
、
そ
の
他
交
易
に
よ
り
進
上
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
節

料
な
ど
で
あ
る
（
表
一
）。

摂
津
国
の
特
徴
的
な
こ
と
と
し
て
は
、
貢
進
物
で
は
な
い
が
、
民
部
上
に
規

定
さ
れ
て
い
る
民
部
省
営
田
と
国
営
田
の
合
計
三
〇
町
が
、
五
畿
内
諸
国
で
最

も
多
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
孤
独
田
の
負
担
は
、
摂
津
国
の
み
に
課

せ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
元
年
（
七
六
七
）
五
月

壬
子
条
に
は
、
畿
内
百
姓
の
種
田
の
な
い
者
に
、
摂
津
国
の
穀
を
貸
す
と
い
う

記
事
が
あ
る
。『
倭
名
類
聚
抄
』
に
よ
れ
ば
、
摂
津
国
の
田
数
は
一
万
二
五
二

古
資
料
か
ら
得
ら
れ
る
知
見
に
よ
り
、
同
地
域
に
お
け
る
古
代
生
業
の
様
相
を

析
出
す
る
。
次
に
、
地
域
ご
と
に
生
業
と
貢
納
の
内
実
を
検
討
し
、
生
業
と
貢

納
の
変
化
の
要
因
や
雑
供
戸
の
生
業
実
態
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

一
、
古
代
難
波
・
住
吉
地
域
に
お
け
る
生
業

地
理
的
環
境

各
資
料
に
よ
る
生
業
の
検
討
の
前
に
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
り
明
ら
か
に

さ
れ
て
き
た
古
代
難
波
・
住
吉
地
域
の
地
理
的
環
境
を
紹
介
す
る（

４
）

。
難
波
の
あ

る
上
町
台
地
北
部
は
、
複
雑
に
入
り
組
ん
だ
谷
地
形
で
あ
っ
た
た
め
、
前
期
難

波
宮
及
び
後
期
難
波
宮
造
営
に
際
し
て
盛
土
と
切
土
が
行
わ
れ
、
そ
の
排
土
に

よ
っ
て
谷
の
埋
め
立
て
が
行
わ
れ
た
。
後
期
難
波
宮
に
は
京
域
が
伴
う
が
、
そ

の
範
囲
で
も
谷
の
埋
め
立
て
が
行
わ
れ
て
い
る
。
宮
域
周
辺
の
植
生
は
顕
著
に

衰
退
し
、
草
地
や
裸
地
が
拡
大
す
る
が
、
台
地
北
西
部
に
は
カ
シ
類
の
林
の
存

在
が
推
定
さ
れ
、
森
林
資
源
の
管
理
が
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

海
岸
線
は
、
現
在
よ
り
内
陸
に
あ
り
、
古
墳
時
代
末
頃
に
は
現
在
の
Ｊ
Ｒ
難

波
駅
西
側
に
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
上
町
台
地
上
に
漁
撈

活
動
の
痕
跡
が
見
ら
れ
る
。
仁
徳
朝
の
開
削
と
伝
わ
る
難
波
堀
江
は
、
台
地
北

側
を
流
れ
、
河
内
湖
と
大
阪
湾
を
結
ぶ
大
川
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
大
川
の
西
岸
に
あ
た
る
天
満
砂
州
南
端
部
に
は
、
九
世
紀
半
ば
に
は
ヨ
シ
や
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正
税
公

廨
雑
稲

修
理
池
溝

料
上

計
主

―
国

津
摂

束0
00

,0
3

物
作

農
稲

諸
国
出
挙
正
税
公

廨
雑
稲

上
計

主
―

国
津

摂
束0

00
,0

6
物

作
農

稲
料

急
救

司
膳

内
／

省
内

宮
―

国
津

摂
？

物
作

農
蘭

皮
贄

御
貢

例
国

諸諸
国
例
貢
御
贄

）
水

淡
（

物
産

水
釼

擁
摂
津
国

―
宮
内
省
／
内
膳
司

東
宮
青
槲

集
採

槲
青

日
別

25枚
摂
津
国

―
大
膳
下

東
宮
荷
葉

集
採

葉
荷

日
別

30枚
摂
津
国

―
大
膳
下

侍
従
青
槲

集
採

槲
青

日
別

15枚
摂
津
国

―
大
膳
下

諸
国
貢
進
菓
子

物
作

農
／

集
採

子
蔔

2擔
摂
津
国

―
大
膳
下

諸
国
貢
進
菓
子

物
作

農
／

集
採

子
盆

覆
4擔

摂
津
国

―
大
膳
下

諸
国
貢
進
菓
子

物
作

農
／

集
採

子
梅

楊
4擔

摂
津
国

―
大
膳
下

諸
国
貢
進
菓
子

物
作

農
／

集
採

子
橘

花
2擔

摂
津
国

―
大
膳
下

鍛
冶
戸

力
働

労
戸

58戸
摂
津
国

―
木
工
寮

諸
国
進
年
料
雑
薬

物
作

農
／

集
採

活
獨

5斤
摂
津
国

―
典
薬
寮

諸
国
進
年
料
雑
薬

物
作

農
／

集
採

蘆
漏

5斤
摂
津
国

―
典
薬
寮

諸
国
進
年
料
雑
薬

物
作

農
／

集
採

母
知

4斤
摂
津
国

―
典
薬
寮

諸
国
進
年
料
雑
薬

物
作

農
／

集
採

脂
松

4斤
摂
津
国

―
典
薬
寮

諸
国
進
年
料
雑
薬

物
作

農
／

集
採

根
桑

4斤
摂
津
国

―
典
薬
寮

諸
国
進
年
料
雑
薬

物
作

農
／

集
採

皮
白

4斤
摂
津
国

―
典
薬
寮

諸
国
進
年
料
雑
薬

物
作

農
／

集
採

皮
橘

6斤
摂
津
国

―
典
薬
寮

諸
国
進
年
料
雑
薬

物
作

農
／

集
採

根
薇

薔
4斤

摂
津
国

―
典
薬
寮

諸
国
進
年
料
雑
薬

物
産

水
骨

賊
烏

4斤
摂
津
国

―
典
薬
寮

諸
国
進
年
料
雑
薬

物
作

農
／

集
採

梗
桔

23斤
6両

摂
津
国

―
典
薬
寮

諸
国
進
年
料
雑
薬

物
作

農
／

集
採

薷
香

7斤
摂
津
国

―
典
薬
寮

諸
国
進
年
料
雑
薬

物
作

農
／

集
採

朮
白

23斤
摂
津
国

―
典
薬
寮

諸
国
進
年
料
雑
薬

物
作

農
／

集
採

實
枳

3斤
摂
津
国

―
典
薬
寮

諸
国
進
年
料
雑
薬

物
作

農
／

集
採

蘗
黄

3斤
摂
津
国

―
典
薬
寮

諸
国
進
年
料
雑
薬

物
作

農
／

集
採

參
玄

3斤
摂
津
国

―
典
薬
寮

諸
国
進
年
料
雑
薬

物
作

農
／

集
採

參
人

3斤
摂
津
国

―
典
薬
寮

諸
国
進
年
料
雑
薬

物
作

農
／

集
採

苓
茯

3斤
摂
津
国

―
典
薬
寮

諸
国
進
年
料
雑
薬

物
作

農
／

集
採

麻
升

3斤
摂
津
国

―
典
薬
寮

諸
国
進
年
料
雑
薬

物
作

農
／

集
採

參
苦

4斤
摂
津
国

―
典
薬
寮
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表一　『延喜式』に見る摂津国負担品目



 

典
出

源
財

易
交

体
主

担
負

量
数

類
分

目
品

目
名

出
拠

・
目

税
諸
国
進
年
料
雑
薬

物
作

農
／

集
採

朴
厚

10斤
摂
津
国

―
典
薬
寮

諸
国
進
年
料
雑
薬

物
作

農
／

集
採

仲
杜

3斤
12両

摂
津
国

―
典
薬
寮

諸
国
進
年
料
雑
薬

物
作

農
／

集
採

蘿
松

2斤
摂
津
国

―
典
薬
寮

諸
国
進
年
料
雑
薬

物
作

農
／

集
採

薢
箄

2斤
摂
津
国

―
典
薬
寮

諸
国
進
年
料
雑
薬

物
作

農
／

集
採

楡
地

2斤
摂
津
国

―
典
薬
寮

諸
国
進
年
料
雑
薬

物
作

農
／

集
採

蛸
螵

桑
2斤

摂
津
国

―
典
薬
寮

諸
国
進
年
料
雑
薬

物
作

農
／

集
採

花
桃

10両
摂
津
国

―
典
薬
寮

諸
国
進
年
料
雑
薬

物
作

農
／

集
採

干
夜

5斤
摂
津
国

―
典
薬
寮

諸
国
進
年
料
雑
薬

物
作

農
／

集
採

根
茜

1斤
摂
津
国

―
典
薬
寮

諸
国
進
年
料
雑
薬

物
作

農
／

集
採

房
蜂

7両
摂
津
国

―
典
薬
寮

諸
国
進
年
料
雑
薬

物
作

農
／

集
採

子
絲

兎
2升

摂
津
国

―
典
薬
寮

諸
国
進
年
料
雑
薬

物
作

農
／

集
採

蕷
薯

6升
摂
津
国

―
典
薬
寮

諸
国
進
年
料
雑
薬

物
作

農
／

集
採

仁
桃

1升
摂
津
国

―
典
薬
寮

諸
国
進
年
料
雑
薬

物
作

農
／

集
採

子
前

車
3升

摂
津
国

―
典
薬
寮

諸
国
進
年
料
雑
薬

物
作

農
／

集
採

子
藶

葶
3升

摂
津
国

―
典
薬
寮

諸
国
進
年
料
雑
薬

物
作

農
／

集
採

子
蓼

3升
摂
津
国

―
典
薬
寮

諸
国
進
年
料
雑
薬

物
作

農
／

集
採

椒
蜀

3升
摂
津
国

―
典
薬
寮

諸
国
進
年
料
雑
薬

物
作

農
／

集
採

子
荏

2升
5合

摂
津
国

―
典
薬
寮

諸
国
進
年
料
雑
薬

物
作

農
／

集
採

子
麻

胡
4升

5合
摂
津
国

―
典
薬
寮

諸
国
進
年
料
雑
薬

物
作

農
／

集
採

仁
杏

1斗
9升

摂
津
国

―
典
薬
寮

諸
国
進
年
料
雑
薬

）
水

淡
（

物
産

水
甲

鼈
4枚

摂
津
国

―
典
薬
寮

諸
国
進
年
料
雑
薬

猟
狩

角
鹿

4具
摂
津
国

―
典
薬
寮

諸
国
進
年
料
雑
薬

物
作

農
／

集
採

子
葵

大
5升

摂
津
国

―
典
薬
寮

諸
国
進
年
料
雑
薬

物
作

農
／

集
採

杞
枸

6斤
摂
津
国

―
典
薬
寮

力
働

労
丁

徭
夫

徭
運

刈
莞

摂
津
国

―
掃
部
寮

正
月
三
節
料

米
三
斗

。
糯

米
四

斗
六

升
五

合
。

糯
稻

十
五

束
。

糯
糒

三
升

。
粟

子
糒

六
升

。
小

麦
一

斗
二

升
。

荏
子

九
升

。
胡

麻
子

八
升

四
合

。
大

豆
三

升
三

合
。
小

豆
二

升
四

合
。

清
酒

。
濁

酒
。
酢

。
油

各
一

斗
五

升
。

醤
三

斗
。
鹽

六
升

。
東

鰒
八

斤
四

兩
。

隠
岐

鰒
十

一
斤

一
兩

。
煮

堅
魚

四
斤

二
兩

。
螺

四
斤

三
兩

。
紫

菜
一

斤
。

干
薑

一
斤

。
干

棗
子

三
升

。
搗

栗
子

九
升

。
生

栗
子

六
斗

四
升

二
合

。
干

柿
子

六
連

。
椎

子
六

升
。

菱
子

三
升

。
橘

子
卅

六
蔭

。
桙

橘
子

十
五

枝
。

＃
橘

子
一

斗
。

長
櫃

五
合

。
熬

堝
十

八
口

。
竹

三
囲

。
料

理
所

炭
十

二
石

。
薪

一
千

八
百

斤
。

交
易

各
7荷

摂
津
国

正
税

内
膳
司

五
月
五
日
節
料

米
一
斗

三
升

。
糯

米
一

斗
七

升
。

糯
稻

五
束

。
糯

粟
。

糒
各

二
升

。
大

豆
二

升
。

小
麦

四
升

。
胡

麻
子

。
荏

子
各

四
升

。
酒

一
斗

。
酢

。
油

各
五

升
。
醤

一
斗

。
鹽

二
升

。
鳥

腊
四

斤
。
東

鰒
一

斤
十

兩
。

長
門

鰒
。

阿
波

鰒
。

出
雲

鰒
。

隠
岐

鰒
各

二
斤

五
兩

。
鮭

二
隻

。
烏

賊
一

斤
五

兩
。

煮
堅

魚
。

螺
各

十
三

兩
。

腊
五

升
。

紫
菜

五
兩

。
海

藻
一

斤
五

兩
。

干
栗

子
一

斗
。

生
栗

子
一

斗
七

升
四

合
。

麁
筥

二
合

。
生

絲
二

分
四

銖
。

青
蒋

十
囲

。
竹

一
囲

。
炭

四
石

。
薪

六
十

斤
。

交
易

各
7荷

摂
津
国

正
税

内
膳
司

典
出

源
財

易
交

体
主

担
負

量
数

類
分

目
品

目
名

出
拠

・
目

税

七
月
七
日
節
料

諸
国
例
貢
御
贄

米
。
糯

米
各

六
升

。
糯

糒
八

斗
。

粟
糒

三
升

。
黍

子
。

小
麦

各
六

升
。

小
豆

一
升

。
酒

二
斗

。
酢

。
油

各
五

升
。
醤

一
斗

。
鹽

一
升

。
東

鰒
一

斤
十

兩
。

隠
岐

鰒
二

斤
五

兩
。

烏
賊

。
螺

各
一

斤
五

兩
。

煮
堅

魚
十

三
兩

。
腊

五
升

。
紫

菜
四

兩
。

海
藻

一
斤

。
竃

一
具

。
炭

四
石

。
薪

六
百

斤
。

交
易

各
7荷

摂
津
国

正
税

内
膳
司

九
月
九
日
節
料

諸
国
例
貢
御
贄

米
二
斗

三
升

。
糯

稻
五

束
。

糯
糒

一
斗

。
粟

子
糒

二
升

。
小

麦
。

胡
麻

子
各

四
升

。
大

豆
二

升
。

小
豆

一
斗

。
荏

子
六

升
。

酒
一

斗
。

酢
。

油
各

五
升

。
醤

一
斗

。
鹽

二
升

。
東

鰒
一

斤
十

二
兩

。
隠

岐
鰒

二
斤

五
兩

。
烏

賊
一

斤
五

兩
。

煮
堅

魚
。

螺
各

十
三

兩
。
押

年
魚

。
鳥

腊
各

八
兩

。
腊

五
升

。
紫

菜
五

兩
。

海
藻

一
斤

五
兩

。
炭

三
石

。
薪

六
百

斤
。

交
易

各
7荷

摂
津
国

正
税

内
膳
司

十
一
月
新
嘗
会
節

諸
国
例
貢
御
贄

料
夜
料

鹽
二
升

。
東

鰒
六

斤
十

兩
二

分
四

銖
。
堅

魚
五

斤
。

鮨
。

鰒
。

煮
鹽

年
魚

。
醤

鮒
各

二
升

。
廿

鹽
鯛

四
隻

。
海

松
。

海
藻

各
六

斤
十

兩
二

分
四

銖
。
干

棗
子

二
升

。
干

栗
子

二
升

。
搗

栗
子

四
升

。
生

栗
子

一
斗

。
椎

子
。
菱

子
各

四
升

。
橘

子
四

蔭
。

瓮
四

口
。

醤
。

油
各

五
升

。

交
易

各
7荷

摂
津
国

正
税

内
膳
司

十
一
月
新
嘗
会
節

諸
国
例
貢
御
贄

料
解
齋
料

米
二
斗

。
糯

米
二

斗
。

糯
。

粟
子

等
糒

各
二

升
。

糯
稻

十
束

。
小

麦
四

升
。
大

豆
二

升
二

合
。

小
豆

一
升

六
合

。
胡

麻
子

二
升

八
合

。
荏

子
三

升
。
清

酒
。

濁
酒

各
一

斗
。

酢
。

醤
各

五
升

。
鹽

二
升

。
東

鰒
一

斤
十

兩
二

分
四

銖
。

薄
鰒

十
三

斤
五

兩
一

分
二

銖
。

隠
岐

鰒
二

斤
五

兩
一

分
二

銖
。
煮

堅
魚

。
螺

各
十

三
兩

一
分

二
銖

。
烏

賊
十

兩
二

分
四

銖
。

腊
五

升
。
紫

菜
十

兩
二

分
四

銖
。

海
松

。
海

藻
各

六
斤

十
兩

二
分

四
銖

。
干

薑
三

兩
。

干
羊

蹄
一

籠
。

干
棗

二
升

。
搗

栗
子

六
升

。
干

栗
子

二
升

。
生

栗
子

二
斗

二
升

八
合

。
干

柿
子

二
連

。
椎

子
四

升
。

菱
子

。
蓮

子
各

二
升

。
橘

子
廿

四
蔭

。
桙

橘
子

十
枝

。

交
易

各
7荷

摂
津
国

正
税

内
膳
司

江
・
網
曳
御
厨
所

請
徭
丁

徭
丁

労
働
力

（
淡

水
漁

撈
）

江
30人

・
網
曳

50人
摂
津
国

―
内
膳
司

御
酒
料

物
作

農
穀

79石
2斗

2
升

2合
5勺

摂
津
国
宮

内
省
営
田

―
宮
内
省
／
造
酒
司

縣
醸
酒
料

物
作

農
穀

4石
摂
津
国

―
造
酒
司

右
府
射
田

地
田

田
摂
津
国

―
左
右
衛
門
府

国
飼
御
馬

馬
馬

10疋
摂
津
国

―
左
右
馬
寮

秣
料
及
雑
用

物
作

農
稲

摂
津
国

―
左
右
馬
寮

年
料
芻

物
作

農
芻

1,000斤
摂
津
国

―
左
右
馬
寮

飼
戸

）
畜

牧
（

力
働

労
戸

16戸
摂
津
国

―
左
右
馬
寮

雑
工
戸

）
業

工
手

（
力

働
労

戸
50戸

摂
津
国

―
兵
庫
寮

鼓
吹
戸

）
吹

鼓
（

力
働

労
戸

2戸
摂
津
国

―
兵
庫
寮

山
崎
橋
敷
板

易
交

板
敷

6枚
摂
津
国

正
税

雑
式

諸
国
例
貢
御
贄

諸
国
例
貢
御
贄

―20―
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史
料
三　
『
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記
』
中
巻
第
八
縁

（
前
略
）
老
答
、
我
摂
津
国
兎
原
郡
人
、
画
問
邇
麻
呂
。
年
七
十
八
、

而
无
二

子
息
一

、
活
レ

命
无
レ

便
。
往
二

於
難
波
一

、
偶
得
二

此
蟹
一

。
但
有
二

期

人
一

故
、
汝
不
レ

免
。（
後
略
）

史
料
一
は
、
元
慶
三
年
（
八
七
九
）
に
摂
津
国
か
ら
の
蟹
胥
（
蟹
の
塩
辛
）

を
贄
と
し
て
御
膳
に
奉
じ
る
こ
と
を
停
止
し
た
も
の
で
あ
る
。『
延
喜
式
』
に

も
あ
る
と
お
り
、
摂
津
国
か
ら
蟹
が
贄
と
し
て
献
上
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、

後
述
す
る
よ
う
に
、
蟹
は
八
世
紀
に
は
難
波
周
辺
で
採
集
さ
れ
、
天
皇
に
献
上

さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
史
料
二
・
三
は
仏
教
説
話
集
で

は
あ
る
が
、
編
纂
当
時
に
難
波
で
は
亀
が
売
ら
れ
、
蟹
が
手
に
入
る
も
の
と
い

う
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。な
お
、亀
の
記
述
に
つ
い
て
は
、『
延
喜
式
』

記
載
の
鼈
甲
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。
さ
ら
に
、
史
料
二
の
舟
人
の

記
述
か
ら
は
、
船
運
活
動
が
存
在
し
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る（

５
）

。

ま
た
、
荷
札
木
簡
か
ら
は
、
住
吉
郡
か
ら
長
屋
王
家
に
送
ら
れ
た
贄
・
交
易

進
贄
の
木
簡
が
見
ら
れ
る
。

史
料
四　

平
城
京
左
京
三
条
二
坊
一
・
二
・
七
・
八
坪
長
屋
王
邸
出
土
木
簡（

６
）

「
住
吉
郡
大
□
里
俵
一
石
」　　
　
　
　
　
　
　
　

192

×20

×
5 033

五
町
一
七
八
歩
で
あ
り
、
こ
れ
は
五
畿
内
の
中
で
大
和
国
に
次
ぐ
面
積
で
あ
る
。

畿
内
他
国
と
の
比
較
に
お
い
て
は
、
摂
津
国
は
農
業
国
と
し
て
の
役
割
を
期
待

さ
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

水
産
物
の
割
合
は
、「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
高
く
な
い
。
特
に
沿

海
他
国
の
多
く
が
諸
国
例
貢
御
贄
等
に
水
産
物
の
貢
納
を
規
定
さ
れ
る
も
の
の
、

摂
津
国
で
は
擁
釼
と
皮
蘭
（
植
物
か
）
が
規
定
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
節
料
に

は
多
数
の
海
産
物
が
含
ま
れ
る
が
、「
東
鰒
」「
隠
岐
鰒
」
の
よ
う
に
地
名
を
有

す
る
も
の
が
多
く
、
ど
れ
ほ
ど
自
国
産
の
も
の
を
含
ん
で
い
る
か
疑
問
が
あ

る
。
ま
た
、
同
じ
も
の
が
複
数
国
に
課
さ
れ
て
交
易
進
上
す
る
も
の
で
あ
る
た

め
、
や
は
り
沿
海
他
国
に
比
し
て
摂
津
国
に
よ
る
水
産
物
の
貢
納
は
少
な
い
。

『
延
喜
式
』
以
外
の
史
料
に
見
え
る
摂
津
国
の
水
産
物
に
関
わ
る
史
料
に
は
、

次
の
も
の
が
あ
る
。

史
料
一　
『
日
本
三
代
実
録
』
巻
卅
五　

元
慶
三
年
正
月
三
日
条

（
前
略
）
奏
請
停
二

山
野
之
禁
一

、
断
二

遊
猟
之
好
一

。
又
摂
津
国
蟹
胥
、

陸
奥
国
鹿
尾
、
莫
下

以
為
レ

贄
奉
上
レ

充
二

御
膳
一

。　

詔
並
従
レ

之
。

史
料
二　
『
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記
』
上
巻
第
七
縁

（
前
略
）
還
到
二

難
破
之
津
一

時
、
海
辺
人
売
二

大
亀
四
口
一

。
禅
師
勧
レ

人

買
而
放
之
。
即
借
二

人
舟
一

、
将
二

童
子
二
人
一

、
共
乗
度
レ

海
。
日
晩
夜
深
。

舟
人
起
レ

欲
、
行
二

到
備
前
骨
嶋
之
辺
一

、
取
二

童
子
等
一

、
擲
二

人
海
中
一

。（
後

略
）
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同
書
以
前
の
実
態
を
示
す
も
の
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

ま
た
、
農
作
物
や
水
産
物
以
外
で
は
、
蒲
や
葦
等
の
水
生
植
物
や
そ
れ
ら
を

原
料
と
し
た
物
品
を
負
担
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
内
蔵
寮
に
規
定
さ
れ
て
い
る

御
輿
中
子
菅
盖
の
菅
・
骨
の
材
料
を
摂
津
国
か
ら
出
し
、
笠
縫
氏
に
よ
っ
て
菅

盖
を
作
ら
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
難
波
堀
江
や
河
内
湖
周
辺
の
植
生
に
関
わ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
一
二
世
紀
の
「
摂
津
国
調
帳
案（

８
）

」
に
は
、
難
波
堀
江
や
河
内

湖
に
近
接
す
る
住
吉
・
百
済
・
東
生
・
西
成
各
郡
以
外
に
も
薦
等
が
課
さ
れ
て

お
り
、
一
般
的
な
薦
等
は
難
波
周
辺
だ
け
の
産
物
で
は
な
か
っ
た
。

他
に
も
、
正
倉
院
文
書
「
姓
名
欠
請
暇
解（

９
）

」
は
、「
難
波
三
宅
塩
取
遣
而
、

暇
請
如
件
、
以
解
。」
と
い
う
内
容
の
宝
亀
二
年
（
七
七
一
）
三
月
二
七
日
の

請
暇
解
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
難
波
が
塩
の
保
管
所
に
な
っ
て
い
た
様
子
が

う
か
が
え
る
。

摂
津
国
の
生
業
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
最
後
に
大
膳
職
・
内
膳
司
に
所
属

し
た
雑
供
戸
の
江
人
に
言
及
す
る
。

史
料
五　
『
令
集
解
』
職
員
令
大
膳
職
条
令
釈

釈
云
。
別
記
云
。
鵜
飼
卅
七
戸
、
江
人
八
十
七
戸
、
網
引
百
五
十
戸
、
右

三
色
人
等
、
経
レ

年
毎
レ

丁
役
。
為
二

品
部
一

、
免
二

調
雑
徭
一

。
未
醤
廿
戸
、

一
番
役
十
丁
。
為
二

品
部
一

、
免
二

雑
徭
一

。
毎
年
以
下
。
古
記
无
レ

別
。

雑
供
戸
と
は
、『
令
集
解
』
職
員
令
大
膳
職
条
の
令
釈
が
引
き
、
古
記
も
別

「
住
吉
郡
交
易
進
贄
塩
染
阿
遅
二
百
廿
口
之
中　

大
阿
遅
廿
口

小
阿
遅
二
百
口
」

219

×21

×
6 031

「
住
吉
郡
□〔
大
羅
ヵ
〕

□　
　
　

」

127

×20

×
2 051

「
住
吉
郡
贄
□
□
□
□
」　　
　
　
　
　
　
　

 174

×
（14

）
×
2 031

史
料
四
は
、
い
ず
れ
も
平
城
京
左
京
三
条
二
坊
八
坪
の
東
南
隅
に
掘
ら
れ
た

溝
状
の
土
坑
Ｓ
Ｄ
四
七
五
〇
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
本
遺
構
出
土
木
簡
の
年
代

は
、
和
銅
三
年
（
七
一
〇
）
か
ら
霊
亀
三
年
（
七
一
七
）
の
間
に
お
さ
ま
る
も

の
と
さ
れ
る
。
長
屋
王
家
へ
の
贄
は
、
王
家
と
地
方
豪
族
の
直
接
的
な
結
び
つ

き
に
よ
る
律
令
負
担
体
系
の
枠
外
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
あ
り（

７
）

、
こ
れ
を

も
っ
て
八
世
紀
に
住
吉
郡
が
国
家
に
対
し
て
贄
を
負
担
し
て
い
た
と
は
即
断
で

き
な
い
。

た
だ
し
、
交
易
進
上
さ
れ
て
い
る
「
阿ア

ジ遅
」
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
文
学

作
品
や
考
古
資
料
か
ら
復
元
さ
れ
る
住
吉
地
域
の
漁
撈
活
動
に
関
わ
る
品
目
と

思
わ
れ
る
。
こ
の
交
易
が
、
住
吉
郡
の
郡
稲
を
用
い
て
住
吉
郡
内
の
漁
撈
集
団

か
ら
購
入
し
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
住
吉
地
域
の
漁
撈
活
動
を

示
す
こ
れ
ら
の
史
料
は
、『
延
喜
式
』
の
貢
納
規
定
に
関
連
を
見
出
し
が
た
く
、
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史
料
六
に
よ
れ
ば
、
天
長
八
年
（
八
三
一
）
に
河
内
の
供
御
江
二
ヶ
所
を
停

止
し
て
新
た
に
三
ヶ
所
の
江
を
定
め
、
さ
ら
に
、
摂
津
国
の
供
御
江
四
ヶ
所
を

停
止
し
て
い
る
。
こ
れ
以
前
か
ら
河
内
・
摂
津
両
国
に
供
御
江
が
複
数
設
定
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
史
料
七
も
、
摂
津
国
に
江
人
が
設
定

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
摂
津
国
に
お
け
る
江
人
は
、
後
述
す
る
よ

う
に
瀧
川
氏
の
想
定
に
近
く
、
難
波
周
辺
に
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

文
学
作
品
に
見
る
難
波
・
住
吉
地
域
の
生
業

次
に
、『
万
葉
集
』
等
の
文
学
作
品
か
ら
う
か
が
え
る
古
代
生
業
を
抽
出
す
る
。

特
に
『
万
葉
集
』
は
、
文
学
作
品
で
は
あ
る
が
、
題
詞
や
左
注
が
史
料
と
し
て

も
貴
重
な
情
報
を
含
ん
で
い
る（

（1
（

。
今
回
検
討
対
象
に
し
た
難
波
・
住
吉
地
域
は
、

七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
半
ば
に
か
け
て
の
天
皇
の
行
幸
等
に
関
わ
っ
て
歌
が
詠

ま
れ
て
お
り
、
史
料
群
と
し
て
の
価
値
を
持
ち
得
る
。
歌
の
表
現
に
は
、
枕
詞

や
比
喩
的
表
現
等
必
ず
し
も
実
景
を
詠
ん
で
い
な
い
も
の
が
あ
る
た
め
注
意
が

必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
枕
詞
や
比
喩
的
表
現
に
も
難
波
や
住
吉
と
い
う
地
域

に
対
す
る
詠
み
手
の
認
識
が
現
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

今
回
抽
出
し
た
和
歌
・
漢
詩
は
、
一
〇
世
紀
初
頭
ま
で
に
成
立
し
た
文
学
作

品
に
見
え
る
難
波
・
住
吉
地
域
の
生
業
や
環
境
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る（

（1
（

（
表
二
）。

以
下
、
生
業
の
種
類
ご
と
に
検
討
す
る
。
な
お
、
歌
番
号
だ
け
を
記
す
も
の
は
、

全
て
『
万
葉
集
』
で
あ
る
。

最
も
多
い
の
は
、
漁
撈
に
関
す
る
歌
で
あ
る
。
網
引
な
ど
網
漁
に
関
わ
る
歌

無
し
と
す
る
大
宝
官
員
令
別
記
に
見
え
る
品
部
で
、
鵜
飼
三
七
戸
、
江
人
八
七

戸
、
網
引
一
五
〇
戸
等
が
設
定
さ
れ
、
漁
獲
物
等
の
負
担
と
引
き
換
え
に
調
・

雑
徭
を
免
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
貢
納
品
は
大
膳
職
（
延
暦
一

七
年
〈
七
九
八
〉
以
降
は
内
膳
司
）
に
贄
と
し
て
納
め
ら
れ
、
天
皇
の
食
膳
に

供
さ
れ
た
。

雑
供
戸
の
江
人
に
つ
い
て
、
瀧
川
政
次
郎
氏
は
、「
難
波
江
の
岸
ま
た
は
難

波
江
の
中
に
散
在
す
る
島
に
住
ん
で
い
る
品
部
の
民
」
と
し
、
難
波
に
設
定
さ

れ
て
い
た
と
説
い
た（

（1
（

。
さ
ら
に
、
河
内
国
江
厨
や
河
内
国
の
氏
族
に
江
首
が
い

る
こ
と
を
指
摘
し
、
後
世
の
大
江
御
厨
に
つ
な
が
る
こ
と
を
論
じ
ら
れ
た
。
瀧

川
氏
の
論
で
は
、
摂
津
国
の
難
波
と
河
内
国
の
江
厨
と
が
峻
別
さ
れ
て
い
な
い

印
象
を
受
け
る
が
、
お
お
よ
そ
首
肯
で
き
る
。

史
料
六　
『
類
聚
国
史
』
巻
卅
三　

御
厨

淳
和
天
皇
天
長
八
年
五
月
戊
申
。
停
二

止
河
内
国
供
御
、
堤
外
赤
江
、
堤

内
赤
江
二
処
一

。
定
二

竹
門
江
、
賀
沼
絁
間
江
、
大
治
江
三
処
一

。
又
停
二

摂

津
国
供
御
江
四
処
一

。

史
料
七　
『
日
本
三
代
実
録
』
仁
和
元
年
九
月
七
日
条

勅
停
二

廃
山
城
、
河
内
、
和
泉
、
摂
津
等
国
江
長
幷
贄
戸
一

、
充
二

徭
丁
一

各

卌
人
。
但
和
泉
国
五
十
人
。（
後
略
）



和暦 西暦 世紀 月日

網漁 万葉集 3-238※
大宮の内まで聞こゆ網引すと網子調ふる海人の呼び声
（大宮之 内二手所聞 網引為跡 網子調流 海人之呼聲）

■長忌寸意吉麿應詔歌一首
□右一首

長意吉麻呂 7-8

網漁 万葉集 4-577
わが衣人にな著せそ網引する難波壮士の手には触るとも
（吾衣 人莫着曽 網引為 難波壮士乃 手尒者雖觸）

■大納言大伴卿、新袍贈摂津大
夫高安王謌一首

大伴旅人 8

網漁 万葉集 6-999
血沼廻より雨そ降り来る四極の白水郎網手乾したり濡れにあへむかも
（従千沼廻 雨曽零来 四八津之白水郎 網手乾有 沾将堪香聞）

■春三月、幸于難波宮之時謌六
首
□右一首、遊覧住吉濱、還宮之
時、道上、守部王應詔作謌。

守部王 天平6 734 8 3月

網漁 万葉集 11-2646
住吉の津守網引の泛子の緒の浮れか去なむ恋ひつつあらずは
（住吉乃 津守網引之 浮笶緒乃 得干蚊将去 戀管不有者）

作者未詳 8

釣漁？ 万葉集 3-294
風を疾み沖つ白波高からし海人の釣船浜に帰りぬ
（風乎疾 奥津白浪 高有之 海人釣船 濱眷奴）

8-7麿角首四歌麿角■

釣漁 万葉集 9-1740

春の日の 霞める時に 墨吉の 岸に出でゐて 釣船の とをらふ見
れば 古の 事そ思ほゆる 水江の 浦島の子が 堅魚釣り 鯛釣り
矜り 《後略》
（春日之 霞時尒 墨吉之 岸尒出居而 釣船之 得乎良布見者 古
之 事曽所念 水江之 浦嶋兒之 堅魚釣 鯛釣矜 《後略》）

■詠水江浦嶋子一首幷短歌 作者未詳 8

釣漁 万葉集 20-4360

《前略》聞し食す 四方の国より 奉る 貢の船は 堀江より 水脈
引きしつつ 朝凪に 楫引き泝り 夕潮に 棹さし下り あぢ群の
騒き競ひて 浜に出て 海原見れば 白波の 八重折るが上に 海人
小舟 はららに浮きて 大御食に 仕え奉ると遠近に 漁り釣りけり
そきだくも おぎろなきかも こきばくも ゆたけきかも ここ見れ
ば うべし神代ゆ 始めけらしも
（《前略》伎己之乎須 四方乃久尒欲里 多弖麻都流美都奇能船者
保理江欲里 美乎妣伎之都〃 安佐奈藝尒 可治比伎能保理 由布之
保尒 佐乎佐之久太理 安治牟良能 佐和伎〃保比弖 波麻尒伊泥弖
海原見礼婆 之良奈美乃 夜敞乎流我宇倍尒 安麻乎夫祢 波良〃尒
宇伎弖 於保美氣尒 都加倍麻都流等 乎知許知尒 伊射里都利家理
曽伎太久毛 於藝呂奈伎可毛 己伎婆久母 由多氣伎可母 許己見礼
婆 宇倍之神代由 波自米家良思母）

■陳私拙懐一首幷短歌
□右、二月十三日、兵部少輔大
伴宿祢家持

大伴家持
天平
勝宝7

755 8 2月13日

漁火 凌雲集 53 《前略》漁火通宵烈 商帆拂曙逢《後略》
■自山崎乗江赴讃岐在難波口述
懷贈野二郎。

林娑婆 8-9

漁獲物 万葉集 6-997
住吉の粉浜のしじみ開けも見ず隠りてのみや恋ひ渡りなむ
（住吉乃 粉濱之四時美 開藻不見 隠耳哉 戀度南）

■春三月、幸于難波宮之時謌六
首
□右一首、作者未詳。

作者未詳 天平6 734 8 3月

漁獲物 万葉集 16-3886

おし照るや 難波の小江に 廬作り 隠りて居る 葦蟹を 大君召す
と 何せむに 吾を召すらめや 明けく わが知ることを 歌人と
吾を召すらめや 笛吹と 吾を召すらめや 琴弾と 吾を召すらめや
かもかくも 命受けむと 今日今日と 飛鳥に到り 立てれども 置
勿に到り 策かねども 都久野に到り 東の 中の門ゆ 参納り来て
命受くれば 馬にこそ 絆掛くもの 牛にこそ 鼻縄はくれ あしひ
きの この片山の もむ楡を 五百枝剝ぎ垂れ 天光るや 日の異に
干し 囀るや 唐臼に舂き 庭に立つ 手臼に舂き おし照るや 難
波の小江の 初垂を 辛く垂れ来て 陶人の 作れる瓶を 今日行き
明日取り持ち来 わが目らに 塩漆り給ひ 腊賞すも 腊賞すも
（忍照八 難波乃小江尒 廬作 難麻理弖居 葦河尒乎 王召跡 何
為牟尒 吾乎召良米夜 明久 吾知事乎 歌人跡 和乎召良米夜 笛
吹跡 和乎召良米夜 琴引跡 和乎召良米夜 彼此毛 命受牟跡 今
日〃〃跡 飛鳥尒到 雖立 置勿尒到 雖不策 都久怒尒到 東 中
門由 参納来弖 命受例婆 馬尒己曽 布毛太志可久物 牛尒己曽
鼻縄波久例 足引乃 此片山乃 毛武尒礼乎 五百枝波伎垂 天光夜
日乃異尒干 佐比豆留夜 辛碓尒舂 庭立 手碓子尒舂 忍光八 難
波乃小江乃 始垂乎 辛久垂来弖 陶人乃 所作　乎 今日徃 明日
取持来 吾目良尒 塩漆給 腊賞毛 〃〃〃）

■乞食者詠二首
□右歌一首、為蟹述痛作之也。

乞食者 ８

鯨魚取
／藻

万葉集 6-931

鯨魚取り 浜辺を清み うちなびき 生ふる玉藻に 朝凪に 千重波
寄せ 夕凪に 五百重波寄す 辺つ波の いやしくしくに 月にけに
日に日に見とも 今のみに 飽き足らめやも 白波の い開き廻れる
住吉の浜
（鯨魚取 濱邊乎清三 打靡 生玉藻尒 朝名寸二 千重浪縁 夕菜
寸二 五百重浪因 邊津浪之 益敷布尒 月二異二 日日雖見 今耳
二 秋足目八方 四良名美乃 五十開廻有 住吉能濱）

■車持朝臣千年作謌一首幷短歌 車持千年 8

鯨魚取 万葉集 6-1062

やすみしし わご大君の あり通ふ 難波の宮は 鯨魚取り 海片附
きて 玉拾ふ 浜辺を近み 朝はふる 波の音騒き 夕凪に 楫の声
聞ゆ 暁の 寝覚めに聞けば 海石の 潮干の共 浦洲には 千鳥妻
呼び 葭辺には 鶴鳴きとよむ 見る人の 語りにすれば 聞く人の
見まく欲りする 御食向ふ 味原の宮は 見れど飽かぬかも
（安見知之 吾大王乃 在通 名庭乃宮者 不知魚取 海片就而 玉
拾 濱邊乎近見 朝羽振 浪之聲躁 夕薙丹 櫂合之聲所聆 暁之
寐覺尒聞者 海石之 塩干乃共 汭渚尒波 千鳥妻呼 葭部尒波 鶴
鳴動視人乃 語丹為者 聞人之 視巻欲為 御食向 味原宮者 雖見
不飽香聞）

■難波宮作謌一首幷短歌
田辺福麿歌
集

天平
16？

744？ 8

01-9岑忠生壬りなふいとふ生草れ忘人なす居長もとぐ告は人海と吉住719-71集歌和今古人海

藻 万葉集 3-293
塩干の三津の海女のくぐつ持ち玉藻刈るらむいざ行きて見む
（塩干乃 三津之海女乃 久具都持 玉藻将苅 率行見）

8-7麿角首四歌麿角■

藻 万葉集 7-1152※

楫の音そほのかにすなる海未通女沖つ藻刈りに舟出すらしも〔一は云
はく、夕されば楫の音すなり〕
（梶之音曽 髣髴為鳴 海未通女 奥藻苅尒 舟出為等思母〔一云、
暮去者 梶之音為奈利〕）

8詳未者作作）津摂（

年代
作者分類

■題詞
□左注

和歌・漢詩
※『万葉集』は（）内が本文。それぞれの出典は註12に記載。

巻数-
歌番号

出典
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表二　難波・住吉の生業関係和歌・漢詩（歌番号横の※は、必ずしも難波・住吉地域の歌でないことを示す）



和暦 西暦 世紀 月日

藻 万葉集 7-1157
時つ風吹かまく知らに阿胡の海の朝明の潮に玉藻刈りてな
（時風 吹麻久不知 阿胡乃海之 朝明之塩尒 玉藻苅奈）

8詳未者作作）津摂（

藻 万葉集 9-1726
難波潟潮干に出でて玉藻刈る海未通女ども汝が名告らさね
（難波方 塩干尒出而 玉藻苅 海未通女等 汝名告左祢）

■丹比真人謌一首 丹比真人 8

藻 万葉集 9-1727
漁する人とを見ませ草枕旅行く人にわが名は告らじ
（朝入為流 人跡乎見座 草枕 客去人尒 妾者不敷）

8女通未海首一謌和■

藻 万葉集 12-3076
住吉の敷津の浦の名告藻の名は告りてしを逢はなくもあやし
（住吉之 敷津之浦乃 名告藻之 名者告而之乎 不相毛恠）

作者未詳 8

01-9之貫紀るならべぬりなは我ぞと人海のめそり刈を藻玉るふ生潟波難619-71集歌和今古藻
詳未者作きにりなと人海のつみをめきうばかしりあにらうの波難君を我379-81集歌和今古藻

葦 万葉集 1-64
葦辺行く鴨の羽がひに霜降りて寒き夕へは大和し思ほゆ
（葦邊行 鴨之羽我比尒 霜零而 寒暮夕 倭之所念）

■慶雲三年丙午、幸于難波宮時
志貴皇子御作歌

志貴皇子 慶雲3 706 8 9-10月

葦 万葉集 11-2651
難波人葦火焚く屋の煤してあれど己が妻こそ常めづらしき
（難波人 葦火煤屋之 酢四手雖有 己妻許増 常目頬次吉）

作者未詳 ８

葦 万葉集 20-4362
海原のゆたけき見つつ蘆が散る難波に年は経ぬべく思ほゆ
（海原乃 由多氣伎見都〃 安之我知流 奈尒波尒等之波 倍奴倍久
於毛保由）

■陳私拙懐一首幷短歌
□右、二月十三日、兵部少輔大
伴宿祢家持

大伴家持
天平
勝宝7

755 8 2月13日

葦 万葉集 20-4459
蘆刈りに堀江漕ぐなる楫の音は大宮人の皆聞くまでに
（蘆苅尒 保里江許具奈流 可治能於等波 於保美也比等能 未奈伎
久麻泥尒）

■天平勝寶八歳丙申、二月朔乙
酉廿四日戊申、太上天皇大后、
幸行於河内離宮、経信、以壬子
傳幸於難波宮也。三月七日、於
河内國伎人郷馬國人之家宴歌三
首
□右一首、式部少丞大伴宿祢池
主讀之。即云、兵部大丞大原真
人今城、先日他所讀歌者也。

大原今城
天平
勝宝8

756 8 2-3月

01-9之貫紀やめらる知人恋がわき繁にるはもめの葦の波難の国の津406-21集歌和今古葦

菅 万葉集 4-619
押し照る 難波の菅の ねもころに 君が聞こして 年深く 長くし
言えば（後略）
（押照 難波乃菅之 根毛許呂尒 君之聞四手 年深 長四云者）

■大伴坂上郎女怨恨謌一首幷短
哥

大伴坂上郎
女

８

柴刈 万葉集 7-1274
住吉の出見の浜の柴な刈りそね 未通女等が赤裳の裾の濡れてゆく見
む
（住吉 出見濱 柴莫苅曽尼 未通女等 赤裳下 閏将徃見）

8詳未者作

菜摘み 万葉集 8-1442
難波辺に人の行ければ後れ居て春菜採む児を見るがかなしさ
（難波邊尒 人之行礼波 後居而 春菜採兒乎 見之悲也）

■大蔵少輔丹比屋主真人謌一首 丹比屋主 ８

菅笠 万葉集 11-2819
おし照る難波菅笠置き古し後は誰が着む笠ならなくに
（臨照 難波菅笠 置古之 後者誰将着 笠有莫國）

8詳未者作首二右□

船 万葉集 6-930
海少女棚無し小舟漕ぎ出らし旅のやどりに梶の音聞こゆ
（海未通女 棚無小舟 榜出良之 客乃屋取尒 梶音所聞）

■冬十月、幸于難波宮時、笠朝
臣金村作謌一首幷短歌

笠金村 神亀2 725 8 10月

船 万葉集 6-1063
あり通ふ難波の宮は海近み漁童女らが乗れる船見ゆ
（有通 難波乃宮者 海近見 漁童女等之 乗船所見）

■難波宮作謌一首幷短歌
田辺福麿歌
集

天平
16？

744？ 8

船 万葉集 7-1143
さ夜深けて堀江漕ぐなる松浦船楫の音高し水脈早みかも
（作夜深而 穿江水手鳴 松浦船 梶音髙之 水尾早見鴨）

8詳未者作作）津摂（

船 万葉集 20-4460
堀江漕ぐ伊豆手の船の楫つくめ音しば立ちぬ水脈早みかも
（保利江己具 伊豆手乃船乃 可治都久米 於等之婆多知奴 美乎波
也美加母）

□右三首、江邊作之。 大伴家持
天平
勝宝8

756 8 4月20日

船 万葉集 20-4461
堀江より水脈さかのぼる楫の音の間なくそ奈良は恋しかりける
（保里江欲利 美乎左香能保流 梶音乃 麻奈久曽奈良波 古非之可
利家留）

□右三首、江邊作之。 大伴家持
天平
勝宝8

756 8 4月20日

船 万葉集 20-4462
船競ふ堀江の川の水際に来居つつ鳴くは都鳥かも
（布奈藝保布 保利江乃可波乃 美奈伎波尒 伎為都〃奈久波 美夜
故杼里香蒙）

□右三首、江邊作之。 大伴家持
天平
勝宝8

756 8 4月20日

船運 万葉集 18-4061
堀江より水脈引きしつつ御船さす賤男の伴は川の瀬申せ
（保里江欲里 水乎妣吉之都追 美布祢左須 之津乎能登母波 加波
能瀬麻宇勢）

■太上皇御在於難波宮之時歌七
首 清足姫天皇也
□右件歌者、御船以綱手泝江遊
宴之日作也。傳誦之人田邊史福
麿是也。

伝誦：田辺
福麿

天平
16

743 8

船運 万葉集 18-4062
夏の夜は道たづたづし船に乗り川の瀬ごとに棹さし上れ
（奈都乃欲波 美知多豆多都之 布祢尒能里 可波乃瀬其等尒 佐乎
左指能保礼）

■太上皇御在於難波宮之時歌七
首 清足姫天皇也
□右件歌者、御船以綱手泝江遊
宴之日作也。傳誦之人田邊史福
麿是也。

伝誦：田辺
福麿

天平
16

743 8

農耕 万葉集 7-1275
住吉の小田を刈らす子奴かも無き 奴あれど妹が御為と私田刈る
（住吉 小田苅為子 賤鴨無 奴雖在 妹御為 私田苅）

8詳未者作

農耕 万葉集 10-2244
住吉の岸を田に墾り蒔きし稲のさて刈るまでに逢はぬ君かも
（住吉之 岸乎田尒墾 蒔稲乃 而及苅 不相公鴨）

8詳未者作

猟 万葉集 6-1001
大夫は御猟に立たし少女らは赤裳裾引く清き浜廻を
（大夫者 御獦尒立之 未通女等者 赤裳須素引 清濱備乎）

■春三月、幸于難波宮之時謌六
首
□右一首、山部宿祢赤人作。

山部赤人 天平6 734 8 3月

製塩 古今和歌集 17-894
押し照るや難波の御津に焼く塩のからくも我は老いにけるかな〔又
は、「大伴の御津の浜辺に」〕

作者未詳

玉拾い 万葉集 7-1153
住吉の名児の浜辺に馬たてて玉拾ひしく常忘らえず
（住吉之 名兒之濱邊尒 馬立而 玉拾之久 常不所忘）

8詳未者作作）津摂（

玉拾い 万葉集 7-1154
雨は降り仮廬は作るいつの間に吾児の潮干に玉は拾はむ
（雨者零 借廬者作 何假尒 吾兒之塩干尒 玉者将拾）

8詳未者作作）津摂（

縫製 万葉集 7-1273
住吉の波豆麻の君が馬乗衣 さひづらふ漢女をすゑて縫へる衣ぞ
（住吉 波豆麻公之 馬乗衣 雜豆﨟 漢女乎座而 縫衣叙）

8詳未者作

作者
年代

分類 出典
巻数-
歌番号

和歌・漢詩
※『万葉集』は（）内が本文。それぞれの出典は註12に記載。

■題詞
□左注
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六
首
の
う
ち
の
一
首
で
あ
る
。
年
代
を
明
記
し
な
い
が
、
直
前
の
九
九
六
番

歌
の
題
詞
に
は
「
六
年
甲
戌
」
と
あ
る
た
め
、
天
平
六
年
三
月
の
難
波
行
幸
に

関
わ
る
歌
と
思
わ
れ
る
。
左
注
に
「
右
一
首
、
遊
二

覧
住
吉
浜
一

、
還
レ

宮
之
時
、

道
上
、
守
部
王
応
レ

詔
作
謌
。」
と
あ
り
、
難
波
行
幸
に
際
し
て
聖
武
天
皇
が
住

吉
浜
に
遊
覧
し
た
帰
路
、
守
部
王
に
詠
ま
せ
た
も
の
と
あ
る
。「
千
沼
廻
」
は
、

住
吉
よ
り
さ
ら
に
南
に
あ
る
和
泉
国
の
茅
渟
海
の
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

「
四
八
津
」
は
、『
日
本
書
紀
』
雄
略
一
四
年
に
見
え
る
「
磯
歯
津
路
」
に
関

わ
る
と
さ
れ
る
。「
磯
歯
津
路
」
は
、
住
吉
神
社
の
南
か
ら
東
へ
延
び
る
道
と

さ
れ
る
た
め
、「
四
八
津
」
は
住
吉
大
社
南
部
の
海
岸
沿
い
を
言
う
の
で
あ
ろ

う（
（1
（

。
こ
の
歌
か
ら
、
聖
武
天
皇
や
従
駕
官
人
が
住
吉
浜
の
遊
覧
に
よ
り
網
漁
を

す
る
海
人
を
見
て
い
た
こ
と
、
そ
の
海
人
の
活
動
地
点
が
住
吉
大
社
南
部
と
さ

れ
る
「
四
八
津
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
他
、
二
六
四
六
番
歌
で

も
、
序
詞
で
は
あ
る
が
住
吉
の
網
引
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

「
海
人
釣
船
」
を
詠
む
二
九
四
番
歌
は
、
角
麿
の
歌
四
首
の
う
ち
の
一
首
で

あ
る
。他
の
三
首
に「
高
津
」（
仁
徳
天
皇
の
難
波
高
津
宮
に
関
係
す
る
地
名
か
）

「
三
津
」（
難
波
に
あ
っ
た
大
伴
の
御
津
か
）「
住
吉
」
の
地
名
が
詠
み
こ
ま
れ

て
お
り
、
本
歌
も
難
波
・
住
吉
地
域
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
挙
げ
た
。
た
だ

し
、
四
三
六
〇
番
歌
も
同
様
だ
が
、「
釣
船
」
が
釣
漁
を
表
し
て
い
る
か
は
不

明
で
あ
り
、
広
く
船
を
用
い
た
漁
撈
活
動
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

九
三
一
・
一
〇
六
二
番
歌
の
「
鯨
魚
取
」
は
、「
海
」
や
「
浜
」
を
導
く
枕

詞
で
あ
る
。
実
景
を
詠
ん
だ
も
の
と
は
評
価
で
き
な
い
。

（
二
三
八
・
五
七
七
・
九
九
九
・
二
六
四
六
）、
釣
漁
（
二
九
四
・
一
七
四
〇
・

四
三
六
〇
）、漁
火
（『
凌
雲
集
』
五
三
）、漁
獲
物
に
関
わ
る
と
み
ら
れ
る
歌
（
九

九
七
・
三
八
八
六
）、「
鯨
魚
取
」
の
歌
（
九
三
一
・
一
〇
六
二
）、
玉
藻
や
名

告
藻
な
ど
海
藻
に
関
わ
る
歌
（
二
九
三
・
九
三
一
・
一
一
五
二
・
一
七
二
六
・

一
七
二
七
・
三
〇
七
六
、『
古
今
和
歌
集
』
九
一
六
・
九
七
三
）
が
あ
る
。

海
人
が
「
網
子
」
に
指
示
を
す
る
曳
網
漁
を
歌
う
二
三
八
番
歌
は
、
題
詞
に

「
長
忌
寸
意
吉
麿
応
レ

詔
歌
一
首
」
と
の
み
あ
り
、
時
期
・
場
所
と
も
に
不
明

で
あ
る
が
、
参
考
ま
で
に
挙
げ
た
。
長
意
吉
麿
の
歌
に
は
、
大
宝
元
年
（
七
〇

一
）
の
歌
（
一
六
七
三
）、
同
二
年
の
歌
（
五
七
）
が
あ
り
、
本
歌
も
そ
こ
か

ら
さ
ほ
ど
年
代
が
離
れ
な
い
と
予
測
さ
れ
、
文
武
三
年
（
六
九
九
）
や
慶
雲
三

年
（
七
〇
六
）
の
難
波
行
幸
に
関
わ
る
歌
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
瀧

川
政
次
郎
氏
は
、
雑
供
戸
の
網
引
や
網
曳
御
厨
と
の
関
係
か
ら
、
本
歌
を
和
泉

国
で
詠
ま
れ
た
も
の
と
す
る
見
解
を
示
し
て
お
り
、
注
意
が
必
要
で
あ
る（

（1
（

。
し

か
し
、
地
域
は
不
明
で
あ
っ
て
も
、
八
世
紀
前
半
に
あ
る
程
度
の
労
働
力
編
成

を
伴
う
曳
網
漁
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
好
例
で
あ
る
。

五
七
七
番
歌
は
、
題
詞
に
「
大
伴
大
納
言
卿
、
新
袍
贈
二

摂
津
大
夫
高
安
王
一

謌
一
首
」
と
あ
り
、
天
平
二
年
（
七
三
〇
）
頃
に
大
伴
旅
人
が
詠
ん
だ
歌
と
さ

れ
る
。「
網
引
為
難
波
壮
士
」
は
、
実
景
で
は
な
い
が
、
難
波
に
住
む
人
の
特

徴
を
揶
揄
し
た
表
現
で
あ
り
、
八
世
紀
前
半
の
律
令
官
人
た
ち
が
難
波
の
住
民

に
対
し
て
持
っ
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
を
う
か
が
わ
せ
る
。

九
九
九
番
歌
は
、
題
詞
に
「
春
三
月
、
幸
二

于
難
波
宮
一

之
時
謌
六
首
」
と
あ
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る
こ
と
か
ら
、
藻
刈
り
も
「
漁
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

二
九
三
番
歌
は
、
角
麿
の
歌
で
、「
久
具
都
」
と
い
う
海
藻
を
入
れ
る
籠
が

詠
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
有
機
物
は
発
掘
調
査
で
出
土
す
る
例
が
少
な
く
、

ま
た
、
具
体
的
な
使
用
方
法
が
う
か
が
え
る
点
で
貴
重
で
あ
る
。

葦
や
菅
な
ど
の
水
生
植
物
も
多
く
詠
ま
れ
る
（
二
六
五
一
・
四
三
六
二
・
四

四
五
九
、『
古
今
和
歌
集
』
六
〇
四
）。
難
波
の
葦
を
詠
む
歌
は
数
が
多
い
た
め

抄
出
し
た
。
二
六
五
一
番
歌
で
は
、
難
波
人
が
葦
火
を
焚
く
様
子
が
歌
わ
れ
る

こ
と
か
ら
、
葦
刈
り
に
は
生
活
全
般
に
関
わ
る
燃
料
採
集
の
意
味
が
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
六
一
九
番
歌
で
は
序
詞
と
し
て
難
波
の
菅
が
詠
ま
れ
る
。
ま
た
、

比
喩
的
表
現
で
は
あ
る
が
難
波
の
菅
笠
も
詠
ま
れ
て
お
り
（
二
八
一
九
）、
難

波
の
産
物
と
し
て
菅
笠
が
著
名
だ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

こ
の
他
、
菜
摘
み
の
歌
（
一
四
四
二
）
は
、
詠
ま
れ
て
い
る
対
象
が
難
波
の

百
姓
か
官
人
層
か
不
明
で
あ
る
が
、
同
地
域
で
も
食
料
獲
得
の
た
め
に
菜
摘
み

が
行
わ
れ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
よ
う
。

難
波
堀
江
を
漕
ぐ
船
を
詠
ん
だ
歌
は
、
一
一
四
三
・
四
四
六
〇
～
四
四
六
二

番
歌
に
あ
る
。
ま
た
、
四
〇
六
一
・
四
〇
六
二
番
歌
は
、
堀
江
で
天
皇
の
船
を

綱
で
引
い
て
遊
宴
し
た
際
の
歌
で
あ
る
。
こ
こ
で
船
を
引
い
た
者
を
具
体
的
に

明
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
難
波
堀
江
で
船
運
を
す
る
者
が
い
た
こ
と
を
想
起
さ

せ
る
。

住
吉
地
域
で
は
、
農
耕
に
題
を
と
っ
た
歌
も
詠
ま
れ
て
い
る
。
一
二
七
五
番

歌
で
は
住
吉
の
小
田
が
詠
ま
れ
る
が
、
稲
刈
の
時
な
ど
の
作
業
歌
で
あ
っ
た
可

『
凌
雲
集
』
五
三
は
、
八
世
紀
末
か
ら
九
世
紀
初
頭
の
人
物
で
あ
る
林
娑
婆

が
山
崎
か
ら
讃
岐
へ
向
か
う
際
に
難
波
江
口
で
述
懐
し
た
詩
で
あ
る（

（1
（

。
西
本
昌

弘
氏
も
指
摘
し
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
「
漁
火
通
宵
烈　

商
帆
拂
曙

逢
」
と
あ
り
、
漁
火
を
使
用
す
る
漁
撈
が
行
わ
れ
、
商
船
が
頻
繁
に
行
き
交
っ

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（

（1
（

。
漁
火
に
よ
る
漁
は
、『
万
葉
集
』
三
二
六
番
歌
に
、

難
波
か
ら
見
え
る
「
明
石
之
浦
」
に
お
け
る
漁
夫
の
燭
光
を
詠
ん
だ
歌
（
表
掲

出
外
）
が
あ
り
、
難
波
の
漁
火
な
の
か
難
波
か
ら
見
え
る
漁
火
な
の
か
注
意
が

必
要
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
海
域
で
漁
火
を
使
用
し
た
漁
が
行
わ
れ

て
い
た
よ
う
で
あ
り
、『
延
喜
式
』
の
烏
賊
骨
と
の
関
わ
り
が
想
起
さ
れ
る
。

「
住
吉
乃
粉
濱
四
時
美
」（
住
吉
の
粉
浜
の
し
じ
み
）
を
詠
ん
だ
九
九
七
番
歌

は
、
九
九
九
番
歌
同
様
、
天
平
六
年
三
月
の
難
波
行
幸
に
関
わ
る
歌
と
思
わ
れ

る
。
こ
こ
で
は
、
蜆
に
託
し
て
恋
を
歌
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
作
者
が
住
吉

で
蜆
が
獲
れ
る
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
な
お
、
粉

浜
は
、
大
阪
市
住
吉
区
帝
塚
山
の
西
に
あ
る
地
名
だ
が
、
こ
の
歌
の
粉
濱
に
つ

い
て
は
地
名
化
さ
れ
て
い
な
い
普
通
名
詞
で
あ
り
、
住
吉
地
域
で
蜆
が
獲
れ
た

と
予
測
さ
れ
る
細
江
川
の
河
口
付
近
と
す
る
説
が
あ
る（

（1
（

。

難
波
の
小
江
の
葦
蟹
の
歌
（
三
八
八
六
）
か
ら
は
、
八
世
紀
に
同
地
で
葦
蟹

が
獲
れ
た
こ
と
、ま
た
、そ
れ
が
天
皇
に
献
上
さ
れ
る
も
の
と
い
う
認
識
が
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。

海
藻
に
関
わ
る
歌
で
は
、
海
未
通
女
に
「
汝
が
名
告
ら
さ
ね
」
と
歌
い
か
け

た
一
七
二
六
番
歌
に
対
し
、
一
七
二
七
番
歌
で
は
「
漁
す
る
人
」
と
返
し
て
い
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れ
な
い
人
間
活
動
の
痕
跡
が
う
か
が
え
る
点
で
、
各
地
域
の
生
業
を
検
討
す
る

上
で
は
量
的
に
最
も
恵
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
難
波
・
住
吉
地
域
に
お
け
る
生

業
の
研
究
も
、
既
に
複
数
の
精
緻
な
研
究
の
積
み
重
ね
が
あ
る（

（2
（

。

大
庭
重
信
氏
・
丸
山
真
史
氏
は
、
上
町
台
地
西
側
沿
岸
部
か
ら
東
側
の
河
内

平
野
に
お
け
る
地
域
を
対
象
に
、
縄
文
時
代
か
ら
奈
良
時
代
ま
で
の
漁
撈
活
動

の
変
遷
を
明
ら
か
に
さ
れ
た（

（2
（

。
そ
の
成
果
に
よ
る
と
、
古
墳
時
代
後
期
か
ら
飛

鳥
時
代
前
半
（
前
期
難
波
宮
造
営
ま
で
）
に
か
け
て
、
大
阪
湾
と
河
内
湖
に
面

し
た
上
町
台
地
北
部
で
は
、
海
域
で
棒
状
土
錘
を
用
い
た
刺
網
漁
、
内
水
面
で

小
細
型
管
状
土
錘
を
用
い
た
投
網
漁
な
ど
の
小
規
模
な
網
漁
が
行
わ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
大
阪
湾
に
面
し
た
上
町
台
地
南
部
で
は
、
太
型
管
状
土
錘
を
用
い
た
曳

網
漁
と
棒
状
土
錘
を
用
い
た
刺
網
漁
を
海
域
で
、
細
型
管
状
土
錘
や
小
細
型

管
状
土
錘
を
用
い
た
小
規
模
な
網
漁
を
内
水
面
で
行
っ
て
い
た（

（2
（

。
こ
の
よ
う
に
、

前
期
難
波
宮
造
営
前
ま
で
は
、
上
町
台
地
の
南
北
に
土
錘
が
集
中
し
て
出
土
す

る
遺
跡
が
出
現
す
る
。
一
方
で
、
前
期
難
波
宮
の
成
立
後
か
ら
奈
良
時
代
に
か

け
て
は
、
上
町
台
地
北
部
の
土
錘
出
土
地
が
外
縁
部
に
散
在
す
る
よ
う
に
な
り
、

南
部
の
土
錘
出
土
数
が
増
加
す
る
と
い
う
。

大
庭
・
丸
山
両
氏
の
研
究
に
よ
り
、
奈
良
時
代
ま
で
の
同
地
域
に
お
け
る
漁

撈
活
動
の
変
遷
が
明
確
に
な
っ
た
。
本
稿
で
は
、
平
安
時
代
ま
で
含
め
た
生
業

の
変
化
を
見
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
報
告
書
を
元
に
生
業
具
の
出
土
状
況
や
耕

地
遺
構
の
検
出
状
況
を
確
認
し
た
。
対
象
は
、
上
町
台
地
上
の
難
波
・
住
吉
地

域
を
中
心
に
、『
新
修
大
阪
市
史
』
等
か
ら
う
か
が
え
る
西
成
郡
・
東
成
郡
・

能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
二
二
四
四
番
歌
は
、
住
吉
の
岸
に
田
を
拓
く
こ
と

が
詠
ま
れ
る
が
、
こ
れ
は
困
難
な
こ
と
の
例
え（

（1
（

、
あ
る
い
は
、
田
を
開
墾
し
て

か
ら
収
穫
す
る
ま
で
の
時
間
の
長
さ
を
表
現
し
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。

一
〇
〇
一
番
歌
の
「
御
獦
」
は
、
海
の
狩
と
す
る
説
と
狩
猟
等
と
す
る
説
が

あ
る
。
歌
の
後
半
は
「
清
浜
備
乎
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
海
の
狩
の
遊
覧
を
示

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
住
吉
の
南
部
に
は
、『
日
本
書
紀
』
皇
極
元

年
五
月
に
皇
極
大
王
が
百
済
大
使
の
翹
岐
と
共
に
射
猟
を
見
た
依
網
屯
倉
の
地

が
あ
り
、
難
波
行
幸
に
際
し
て
儀
礼
的
な
狩
猟
が
行
わ
れ
て
も
不
思
議
で
は
な

い
。ま

た
、『
古
今
和
歌
集
』
八
九
四
番
歌
に
は
「
難
波
の
御
津
に
焼
く
塩
」
が

歌
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
〇
世
紀
頃
に
は
製
塩
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
し
、
製
塩
に
は
複
数
の
工
程
が
あ
り
、
難
波
で
行
わ
れ
た
製
塩
が
ど
の
工

程
の
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
一
一
五
三
・
一
一
五
四
番
歌
は
、
住
吉
の
浜
辺
で
の
「
玉
」
拾

い
を
詠
む
。
歌
に
詠
ま
れ
た
の
は
、
官
人
層
の
行
為
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
地

域
に
住
む
人
々
も
「
玉
」
拾
い
を
行
い
、
時
に
は
交
易
し
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

ま
た
、
一
二
七
三
番
歌
は
、
衣
を
縫
う
渡
来
系
集
団
の
存
在
を
想
定
さ
せ
る
。

考
古
資
料
に
見
る
難
波
・
住
吉
地
域
の
生
業

考
古
資
料
に
よ
る
生
業
の
研
究
は
、
早
く
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
。
土
中
で
長

年
を
経
て
も
遺
存
す
る
も
の
と
い
う
制
約
は
あ
る
も
の
の
、
文
字
資
料
に
残
さ



―29―

平
野
川

細江川

0 8km

河内湖

大阪湾

上本町遺跡

宰相山遺跡

安曇寺跡推定地

矢田遺跡
住道矢田遺跡

今池遺跡

遠里小野遺跡

大坂城跡 VI

大坂城下町跡

桑津遺跡

細工谷遺跡

大和川今池遺跡

山之内遺跡

南住吉遺跡

難波宮跡
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大坂城下町跡

大坂城跡 Ⅶ大坂城跡 Ⅶ

段丘（中・低位）

扇状地性低地

自然堤防・砂州・砂丘

三角州性低地

図一　難波・住吉地域の主な漁撈関係遺跡
（杉本厚典氏提供図面（同「原始・古代の大阪湾岸における集落と都市」（『大坂上町台地の総合的研究所』2014）

掲載図面）を基に改変）
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野
遺
跡
で
、
集
中
的
に
漁
具
が
出
土
す
る
。
南
住
吉
遺
跡
で
は
、
飛
鳥
時
代
前

半
の
遺
物
と
し
て
は
、
飯
蛸
壷
や
刺
網
漁
に
使
用
さ
れ
た
と
さ
れ
る
小
型
・
軽

量
な
土
錘
が
中
心
に
出
土
し
、
曳
網
漁
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
な
太
型
の
土
錘
の

出
土
は
限
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
細
か
な
時
期
は
不
明
な
も
の
の
、
平
安
時

代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の
地
層
か
ら
、
口
径
が
五
ミ
リ
以
上
ま
た
は
重
量

が
一
〇
〇
グ
ラ
ム
を
超
え
る
よ
う
な
土
錘
も
二
〇
点
近
く
報
告
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

山
之
内
遺
跡
で
は
、
遺
構
が
ま
と
ま
っ
て
見
ら
れ
る
の
は
五
世
紀
か
ら
八
世

紀
中
葉
ま
で
と
さ
れ
、
平
安
時
代
以
降
に
は
掘
立
柱
建
物
跡
等
の
遺
構
が
減
少

す
る
。
集
落
の
縮
小
、
ま
た
は
建
物
群
が
一
ヶ
所
に
集
中
し
た
可
能
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
古
墳
時
代
か
ら
奈
良
時
代
ま
で
集
落
が
断
絶
し
な
い
こ
と
か
ら
、

生
活
基
盤
が
安
定
し
て
い
た
と
評
価
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
生
業
は
、
漁
撈
活
動

及
び
古
墳
時
代
か
ら
飛
鳥
時
代
に
か
け
て
の
鍛
冶
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る（

（2
（

。
漁
具

の
出
土
量
は
多
く
は
な
い
が
、
太
型
土
錘
・
細
型
土
錘
、
飯
蛸
壷
が
そ
れ
ぞ
れ

出
土
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
飛
鳥
時
代
後
半
以
降
の
出
土
は
減
少
す
る
。
ま
た
、

六
世
紀
末
か
ら
七
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
も
の
と
さ
れ
る
鉄
製
Ｕ
字
形
鋤
先
が

出
土
し
て
お
り
、
農
具
と
し
て
使
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る（

（2
（

。

遠
里
小
野
遺
跡
は
、
山
之
内
遺
跡
の
西
側
に
隣
接
す
る
遺
跡
で
あ
る
。
古
墳

時
代
後
期
か
ら
飛
鳥
時
代
前
半
に
か
け
て
、
山
之
内
遺
跡
西
地
区
と
連
続
す
る

居
住
域
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
両
遺
跡
は
一
体
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

本
遺
跡
か
ら
は
、
特
に
飛
鳥
時
代
か
ら
奈
良
時
代
に
か
け
て
、
筆
者
の
集
計
で

土
錘
三
三
点
、
飯
蛸
壷
三
六
点
が
出
土
し
て
お
り
、
土
錘
に
は
太
型
の
土
錘
が

百
済
郡
・
住
吉
郡
の
範
囲
（
北
限
は
大
川
、
東
限
は
ほ
ぼ
平
野
川
、
南
限
は
堺

市
北
部
の
長
尾
街
道
）に
あ
る
遺
跡
と
し
、遺
物
の
年
代
観
は
報
告
書
に
よ
っ
た
。

上
町
台
地
北
部
の
難
波
地
域
に
所
在
す
る
難
波
宮
跡
・
大
坂
城
跡
・
大
坂
城

下
町
跡
で
は
、
前
期
難
波
宮
成
立
に
伴
っ
て
激
減
し
た
漁
具
の
出
土
量
は
、
奈

良
時
代
・
平
安
時
代
に
な
っ
て
も
増
加
し
な
い
が
、
少
な
く
と
も
九
世
紀
代
ま

で
は
少
量
の
土
錘
が
継
続
し
て
出
土
す
る
。
た
だ
し
、
飯
蛸
壷
の
出
土
は
ほ
ぼ

見
ら
れ
な
い
。
そ
の
周
辺
の
安
曇
寺
跡
・
宰
相
山
遺
跡
・
細
工
谷
遺
跡
・
上
本

町
遺
跡
で
も
、
土
錘
や
飯
蛸
壷
の
出
土
は
少
量
で
あ
る
。
ま
た
、
難
波
宮
周
辺

で
は
五
世
紀
か
ら
七
世
紀
前
葉
に
か
け
て
手
工
業
生
産
が
活
発
に
な
る
こ
と
も

指
摘
さ
れ
て
お
り（

（2
（

、
細
工
谷
遺
跡
で
は
八
世
紀
の
金
属
生
産
関
係
遺
物
が
二
〇

〇
点
以
上
出
土
し
て
い
る
。
な
お
、
大
坂
城
跡
の
遺
物
に
は
、
八
世
紀
前
半
の

「
贄
」墨
書
土
器（
須
恵
器
坏
蓋（

（2
（

）、八
世
紀
後
半
に
廃
絶
し
た
井
戸
か
ら「
摂
」

墨
書
土
器
（
土
師
器
坏
ま
た
は
皿
）、
九
世
紀
初
頭
に
埋
め
ら
れ
た
井
戸
か
ら

「
厨
」
墨
書
土
器
三
点
（
土
師
器
坏（

（2
（

）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
出
土
し
て
お
り
注
目
さ

れ
る
。

ま
た
、
難
波
宮
の
南
に
位
置
す
る
上
本
町
遺
跡
で
は
、
八
世
紀
の
製
塩
土
器

が
大
量
に
出
土
し
て
い
る
。
製
塩
土
器
の
種
類
に
は
、
在
地
系
、
淡
路
・
播
磨

系
、
紀
淡
海
峡
系
、
瀬
戸
内
海
西
部
～
北
部
九
州
地
域
系
な
ど
、
各
地
の
も
の

が
見
ら
れ
る
と
い
う（

（2
（

。
難
波
が
塩
の
流
通
拠
点
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も

の
と
言
え
よ
う
。

上
町
台
地
南
部
の
住
吉
地
域
で
は
、
南
住
吉
遺
跡
・
山
之
内
遺
跡
・
遠
里
小
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と
歌
わ
れ
、
天
皇
へ
の
供
御
で
あ
る
こ
と
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
延

喜
式
』
に
摂
津
国
の
贄
と
し
て
擁
釼
が
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。

四
三
六
〇
番
歌
で
、
こ
の
地
域
の
漁
獲
物
が
天
皇
へ
の
大
御
食
と
し
て
詠
ま
れ

て
い
る
こ
と
も
、
難
波
地
域
の
漁
獲
物
の
性
格
を
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
前
掲

史
料
一
『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
三
年
正
月
三
日
条
に
は
、
摂
津
国
の
蟹
胥
を

贄
と
し
て
御
膳
に
充
て
る
こ
と
を
止
め
さ
せ
る
記
事
が
あ
る
が
、
三
八
八
六
番

歌
は
こ
れ
と
整
合
的
で
あ
る
。
摂
津
国
の
蟹
の
贄
が
八
世
紀
に
遡
る
こ
と
、
そ

の
生
産
が
難
波
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

摂
津
国
の
江
人
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
難
波
周
辺
に
設
定
さ
れ
て
い
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
考
古
資
料
か
ら
見
る
摂
南
四
郡
に
お
け
る
漁
具
の
出
土
は
、

難
波
地
域
と
住
吉
地
域
に
集
中
し
て
い
る
が
、
海
で
の
漁
撈
が
想
定
さ
れ
る
住

吉
地
域
よ
り
も
内
水
面
で
の
漁
撈
が
想
定
さ
れ
る
難
波
地
域
こ
そ
江
人
が
設
定

さ
れ
る
に
相
応
し
い
。
ま
た
、
江
人
の
流
れ
を
汲
む
と
さ
れ
る
後
世
の
津
江

御
厨
、
今
宮
供
御
人
も
上
町
台
地
上
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら（

（3
（

、
古
代
上
町

台
地
と
そ
の
周
辺
で
内
水
面
漁
撈
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た
難
波
地
域
に
江
人

が
設
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
蟹
の
贄
が
江
人
に
よ
る
か
は
不
明

で
あ
る
。『
延
喜
式
』
の
諸
国
例
貢
御
贄
等
で
は
、
雑
供
戸
や
御
厨
が
設
定
さ

れ
て
い
な
い
国
も
貢
進
国
に
な
っ
て
お
り
、
雑
供
戸
の
贄
は
こ
れ
ら
と
は
別
に

あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

以
上
か
ら
、
難
波
周
辺
の
水
辺
で
活
動
す
る
人
々
が
存
在
し
た
こ
と
、
そ
の

生
産
物
が
天
皇
へ
の
贄
と
し
て
貢
納
さ
れ
た
こ
と
が
、
八
世
紀
ま
で
遡
る
こ
と

多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
本
遺
跡
の
掘
立
柱
建
物
跡
の
数
は
、
八
世
紀
中
葉
か
ら

末
葉
に
か
け
て
最
も
増
加
す
る
た
め
、
奈
良
時
代
で
も
太
型
土
錘
を
使
用
し
た

曳
網
漁
の
よ
う
な
、
あ
る
程
度
の
労
働
力
編
成
を
伴
う
漁
撈
活
動
が
継
続
さ
れ

て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
平
安
時
代
前
期
に
入
る
と
、
筆
者
の
集
計

で
は
土
錘
一
一
点
と
減
少
し
、
他
の
遺
構
・
遺
物
と
も
に
減
少
す
る（

（3
（

。

な
お
、
住
吉
地
域
南
東
部
の
矢
田
遺
跡
や
住
道
矢
田
遺
跡（

（3
（

、
大
和
川
今
池
遺

跡（
（3
（

で
は
、
飛
鳥
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
水
田
や
畦
畔
の
痕
跡
が
確
認
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
、
今
池
遺
跡
か
ら
は
六
世
紀
末
の
馬
鍬（

（3
（

、
大
和
川
今
池
遺
跡（

（3
（

か
ら
は
奈
良
時
代
の
鋤
が
出
土
し
て
い
る
。
農
地
の
開
発
、
農
耕
を
主
と
し
た

生
業
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
遺
跡
で
も
土
錘
や

飯
蛸
壷
は
少
数
な
が
ら
出
土
し
て
い
る
。
農
作
業
の
合
間
や
農
閑
期
に
お
け
る

期
間
労
働
と
し
て
漁
撈
を
行
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
河
川
で
の
漁

撈
や
遺
物
が
残
り
に
く
い
水
田
漁
撈
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
想
定
で
き
よ
う
。

小
結

以
上
の
検
討
の
結
果
か
ら
、
総
合
的
に
難
波
・
住
吉
地
域
の
生
業
を
検
討
す

る
。
ま
ず
、
難
波
地
域
で
は
、
大
庭
・
丸
山
両
氏
が
既
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う

に
、
前
期
難
波
宮
の
造
営
以
降
、
漁
具
の
出
土
が
減
少
し
、
飛
鳥
時
代
後
半
か

ら
奈
良
時
代
ま
で
の
漁
具
の
出
土
は
僅
か
と
な
る（

（3
（

。
こ
の
傾
向
は
、
九
世
紀
に

入
っ
て
か
ら
も
変
化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、『
万
葉
集
』
に
難
波
の

小
江
の
葦
蟹
が
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。こ
の
歌
で
は「
王
召
跡
」
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内
実
は
、
小
型
の
土
錘
を
用
い
た
刺
網
漁
や
投
網
漁
、
大
型
の
土
錘
に
よ
る
曳

網
漁
、
飯
蛸
壷
縄
漁
で
あ
る
。
こ
の
他
、
住
吉
の
粉
浜
の
蜆
が
詠
ま
れ
て
お
り
、

難
波
地
域
同
様
に
水
辺
で
の
採
集
活
動
が
予
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
曳
網
漁
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
は
、
労
働
力
編
成
を
伴
う
漁
撈
集
団
が
形
成
さ
れ
て
い

た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

長
屋
王
家
木
簡
か
ら
は
、
住
吉
郡
が
交
易
に
よ
っ
て
進
上
し
た
塩
漬
け
の
ア

ジ
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
ア
ジ
は
交
易
品
で
あ
り
、
必
ず
し
も
住
吉
地
域
の
漁
撈

集
団
か
ら
購
入
し
た
も
の
と
は
限
ら
な
い
が
、
ア
ジ
は
南
住
吉
遺
跡
や
遠
里
小

野
遺
跡
出
土
漁
具
か
ら
想
定
さ
れ
る
曳
網
漁
に
よ
り
漁
獲
さ
れ
る
魚
種
で
あ
る

こ
と
か
ら
も
、
住
吉
地
域
の
漁
撈
集
団
か
ら
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が

高
い
。
八
世
紀
に
お
け
る
住
吉
地
域
の
漁
撈
活
動
の
一
端
が
う
か
が
え
る
。

一
方
で
、
九
世
紀
以
降
は
漁
具
の
出
土
が
少
な
く
な
り
、
集
落
の
遺
構
も
そ

れ
ま
で
の
位
置
か
ら
移
動
す
る
例
が
多
い
。『
古
今
和
歌
集
』
に
住
吉
の
海
人

が
歌
わ
れ
て
い
る
こ
と
や
地
理
的
環
境
か
ら
考
え
て
、
住
吉
地
域
で
の
漁
撈
が

全
く
姿
を
消
す
と
は
考
え
難
い
が
、
操
業
規
模
の
縮
小
、
ま
た
は
操
業
主
体
の

再
編
が
あ
っ
た
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
一
〇
世
紀
の
『
延
喜
式
』
に
摂
津
国
の

曳
網
漁
等
に
よ
る
海
産
物
が
ほ
ぼ
規
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な

漁
撈
活
動
の
縮
小
・
再
編
の
帰
結
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
難
波
・
住
吉
地
域
に
お
け
る
漁
撈
を
中
心
と
し

た
生
業
と
貢
納
の
関
係
に
つ
い
て
、
節
を
改
め
て
論
じ
る
。

が
分
か
る
。
た
だ
し
、
江
人
が
複
数
の
国
に
分
散
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
漁
具
の

出
土
状
況
か
ら
、
難
波
周
辺
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
水
辺
の
生
産
活
動
は
大
規

模
か
つ
専
業
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
水
辺
に
お
け
る
活
動

は
、
農
耕
等
と
合
わ
せ
て
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

ま
た
、『
万
葉
集
』
で
、
難
波
堀
江
に
お
い
て
船
を
引
く
様
子
が
歌
わ
れ
て

い
る
こ
と
、『
日
本
霊
異
記
』
に
舟
人
が
見
え
る
こ
と
か
ら
も
、
難
波
で
の
交

易
等
に
関
わ
っ
て
船
運
を
行
う
人
々
が
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
こ
う
し

た
船
運
活
動
は
、
中
世
前
期
の
近
江
国
の
事
例
で
は
半
農
半
漁
の
貢
納
集
団
と

は
別
の
集
団
が
担
っ
て
お
り
、
専
従
度
が
高
か
っ
た
と
想
定
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。

薦
等
の
貢
進
は
摂
津
国
だ
け
に
特
化
し
た
も
の
で
な
い
が
、『
万
葉
集
』
に

難
波
菅
笠
が
詠
ま
れ
、『
延
喜
式
』
に
も
御
輿
中
子
菅
盖
の
菅
・
骨
の
材
料
を

摂
津
国
が
負
担
す
る
こ
と
、
笠
縫
氏
に
よ
っ
て
菅
盖
を
作
ら
せ
て
い
る
こ
と
は

特
徴
的
で
あ
る
。
湿
地
帯
の
植
物
を
利
用
し
た
手
工
業
生
産
物
は
、
八
世
紀
か

ら
一
〇
世
紀
に
至
る
ま
で
難
波
地
域
の
特
産
品
と
し
て
官
人
層
に
認
識
さ
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
宝
亀
二
年
の
請
暇
解
や
上
本
町
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
各
地
か
ら
の

製
塩
土
器
、『
古
今
和
歌
集
』
八
九
四
番
歌
か
ら
、
八
世
紀
か
ら
一
〇
世
紀
に

か
け
て
難
波
に
は
各
地
か
ら
塩
が
集
積
し
、
ま
た
、
具
体
的
な
工
程
は
不
明
で

あ
る
が
、
製
塩
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

次
に
、
住
吉
地
域
で
は
、
少
な
く
と
も
奈
良
時
代
ま
で
は
漁
撈
活
動
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、『
万
葉
集
』
や
考
古
資
料
か
ら
分
か
る
。
漁
撈
の
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の
給
付
措
置
は
取
ら
れ
て
い
な
い
。
専
業
的
に
漁
撈
を
行
う
集
団
で
あ
れ
ば
、

そ
の
再
生
産
の
た
め
に
漁
獲
物
と
農
作
物
の
交
換
・
交
易
が
不
可
欠
で
あ
る
。

制
度
上
、
専
業
的
漁
撈
集
団
を
負
担
体
系
に
位
置
付
け
る
に
は
、
志
摩
国
の
よ

う
な
正
税
の
給
付
措
置
が
必
要
で
あ
る
。

志
摩
国
は
、
贄
と
し
て
魚
介
類
を
貢
進
す
る
国
で
あ
り
、
国
内
田
数
も
極
め

て
少
な
い
こ
と
か
ら
、生
業
の
中
心
が
漁
撈
に
あ
っ
た
こ
と
、『
弘
仁
式
』
や
『
延

喜
式
』
に
は
志
摩
国
の
海
女
へ
の
食
料
支
給
規
定
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る（

（4
（

。
こ
れ
は
、
律
令
国
家
に
志
摩
国
の
専
業
的
漁
撈
集
団
の
再
生
産
を
保
障

す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
給
付
措
置

は
雑
供
戸
に
対
し
て
は
見
ら
れ
な
い
。

一
方
で
、
若
狭
国
の
塩
業
の
よ
う
に
、
専
業
的
な
集
団
の
労
働
を
負
担
体
系

に
組
み
込
ん
だ
も
の
の
、
そ
の
集
団
の
再
生
産
を
他
集
団
と
の
負
担
の
振
替
に

よ
っ
て
行
う
事
例
も
あ
る
。
若
狭
国
で
は
、
沿
岸
部
に
お
い
て
専
従
的
な
塩
の

生
産
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
内
陸
部
で
も
調
と
し
て
塩
を
貢
納
し
て
い
た
こ
と

が
荷
札
木
簡
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
も
ち
ろ
ん
、
内
陸
部
で
は
燃
料
と
な
る

木
材
の
切
り
出
し
や
製
塩
土
器
の
焼
成
も
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
農
耕
を
主

た
る
生
業
と
す
る
内
陸
部
の
人
々
と
塩
業
の
専
従
者
と
の
間
で
交
易
が
行
わ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（4
（

。
若
狭
国
の
専
業
集
団
の
再
生
産
は
、
志
摩
国
の

よ
う
に
制
度
上
見
え
る
形
で
は
保
障
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
国
内
に
お
け
る

負
担
の
振
替
と
い
う
分
業
体
制
を
と
る
こ
と
で
、
一
国
と
し
て
専
業
集
団
の
存

立
を
維
持
し
て
い
た
。

二
、
難
波
・
住
吉
地
域
に
お
け
る
生
業
と
貢
納

難
波
地
域
に
お
け
る
江
人
の
生
業
と
貢
納

本
節
で
は
、
難
波
・
住
吉
地
域
に
お
け
る
生
業
が
、
ど
の
よ
う
に
国
家
的
貢

納
体
制
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
の
か
、
そ
の
特
徴
を
検
討
す
る
。
難
波
地

域
に
つ
い
て
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
雑
供
戸
の
江
人
が
設
定
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
た
め
、
江
人
の
生
業
と
貢
納
の
関
係
を
具
体
的
に
検
討
す
る
。

雑
供
戸
に
つ
い
て
は
、
瀧
川
氏
の
専
論
の
ほ
か
、
品
部
や
贄
に
関
わ
っ
て
論

じ
ら
れ
て
き
た
。
雑
供
戸
の
生
業
に
関
わ
る
こ
と
と
し
て
は
、
狩
野
久
氏
が
品

部
制
研
究
の
立
場
か
ら
、
農
閑
期
に
官
衙
へ
出
仕
、
あ
る
い
は
交
代
上
番
し
、

ま
た
本
貫
に
あ
っ
て
充
分
そ
の
機
能
が
発
揮
で
き
る
も
の（
染
戸
・
筥
戸
な
ど
）

は
、
農
民
的
存
在
で
あ
っ
た
と
し
た（

（3
（

。
一
方
で
、
贄
の
貢
納
に
関
わ
る
議
論
か

ら
は
、
長
山
泰
孝
氏
や
網
野
善
彦
氏
が
雑
供
戸
を
専
業
的
漁
撈
民
と
理
解
し
て

い
る
が
、
樋
口
知
志
氏
は
伝
統
的
な
漁
業
国
の
海
民
が
調
雜
物
と
し
て
海
産
物

を
貢
進
し
、
そ
れ
ほ
ど
漁
業
が
盛
ん
で
な
い
地
域
が
贄
・
中
男
作
物
と
し
て
海

産
物
を
貢
進
し
た
と
し
て
理
解
が
分
か
れ
て
い
る（

（3
（

。
こ
れ
は
、
雑
供
戸
の
制
度

と
実
態
の
両
面
に
関
わ
る
議
論
で
あ
り
、
前
節
ま
で
の
検
討
も
踏
ま
え
て
論
じ

る
。結

論
か
ら
言
え
ば
、
雑
供
戸
は
、
制
度
的
に
は
漁
撈
と
農
耕
を
兼
業
し
た
も

の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
が
、
実
態
と
し
て
は
専
業
で
あ
っ
た
可
能
性
を
残
し

て
い
る
。
雑
供
戸
は
、
労
役
の
代
わ
り
に
調
と
雑
徭
を
免
除
さ
れ
た
が
、
正
税
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か
ら
考
え
れ
ば
、
江
人
の
漁
撈
活
動
は
専
業
的
と
言
え
る
ほ
ど
の
規
模
で
は
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
和
泉
国
の
鯵
や
鯛
は
、
漁
獲
に
曳
網
等
の
労
働
力
編

成
が
必
要
で
あ
る
が
、
摂
津
国
の
擁
釼
の
漁
獲
に
そ
れ
ほ
ど
特
殊
な
技
術
や
労

働
力
編
成
が
必
要
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
江
人
と
は
別
の
集
団
が
贄
貢
納
を
担
っ

た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
、
現
状
の
漁
具
出
土
傾
向
か
ら
は
、
難
波

地
域
で
専
業
的
な
漁
撈
が
行
わ
れ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

一
方
で
、
江
人
が
船
運
活
動
に
も
携
わ
り
、
漁
撈
と
船
運
を
主
た
る
生
業
と

す
る
こ
と
で
、
負
担
の
振
替
に
よ
ら
ず
に
存
立
し
て
い
た
可
能
性
は
考
慮
す
べ

き
で
あ
る
。
し
か
し
、『
日
本
霊
異
記
』
の
例
は
難
波
か
ら
備
後
国
ま
で
の
船

運
で
あ
り
、
こ
れ
ほ
ど
長
距
離
の
船
運
活
動
を
水
産
物
の
貢
納
と
と
も
に
行
え

る
か
疑
問
が
あ
る
。
江
人
も
船
運
活
動
に
従
事
は
し
た
だ
ろ
う
が
、
主
た
る
船

運
を
担
っ
た
の
は
江
人
と
は
別
の
集
団
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
摂
津
国
の
江
人
は
、
制
度
的
に
は
貢
納
に
対
す
る
給
付

が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
摂
津
国
の
贄
を
負
担
す
る
こ
と
で
負
担
の
振

替
が
で
き
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
漁
具
の
出
土
傾
向
か
ら
見
れ
ば
、
難

波
地
域
で
専
業
的
な
漁
撈
が
営
ま
れ
て
い
た
と
は
考
え
難
い
。
江
人
の
所
在
を

難
波
地
域
に
想
定
す
る
限
り
、
摂
津
国
の
江
人
は
半
農
半
漁
の
生
業
実
態
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
江
人
の
所
在
の
問
題
か
ら
な
お
確
定
的
で
な
く
、

兼
業
が
古
代
以
来
の
あ
り
方
だ
っ
た
の
か
、
一
一
世
紀
の
供
御
免
田
の
確
立
に

よ
っ
て
供
御
人
が
定
住
し
、
御
厨
の
生
業
が
兼
業
化
し
た
の
か
は
、
他
の
雑
供

戸
の
事
例
も
併
せ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

畿
内
に
設
定
さ
れ
た
雑
供
戸
は
、
諸
国
例
貢
御
贄
や
諸
国
貢
進
御
贄
と
の
負

担
の
振
替
が
可
能
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
諸
国
例
貢
御

贄
等
は
、
雑
供
戸
や
御
厨
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
畿
外
国
か
ら
も
貢
進
す
る
よ

う
規
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
規
定
さ
れ
る
品
目
が
雑
供
戸
や
御
厨
か
ら
拠
出

す
る
も
の
だ
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
し
か
し
、
摂
津
国
の
擁
釼
は
江
人
の
活
動

に
よ
る
生
産
物
の
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
和
泉
国
の
鯵
・
鯛
は
、
同
国
に
設

定
さ
れ
た
雑
供
戸
の
網
引
に
よ
る
生
産
物
と
し
て
相
応
し
い
。
こ
の
よ
う
な
事

例
で
は
、
雑
供
戸
や
御
厨
と
し
て
の
貢
納
の
他
、
国
が
拠
出
す
る
御
贄
も
負
担

し
、
そ
の
負
担
の
振
替
と
し
て
農
作
物
を
得
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

た
だ
し
、
同
じ
く
江
人
が
設
定
さ
れ
た
河
内
国
の
諸
国
例
貢
御
贄
は
木
蓮
子

で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
負
担
の
振
替
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
大
庭
・
丸

山
両
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
河
内
湖
付
近
の
平
野
部
に
お
け
る
出
土
漁
具
か
ら

は
、
小
規
模
な
網
漁
が
想
定
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
河
内
国
の
江
人
は
専
業
的
漁
撈
集

団
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

以
上
の
想
定
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
雑
供
戸
に
は
貢
納
に
対
す
る
給
付
は

な
か
っ
た
が
、
国
拠
出
の
贄
と
の
振
替
に
よ
っ
て
専
業
集
団
と
し
て
存
立
す
る

可
能
性
も
残
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
場
合
、
雑
供
戸
が
専
業
集
団
で
あ
っ
た
か
否

か
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
個
別
の
検
討
が
必
要
に
な
る
。

難
波
に
い
た
江
人
の
生
業
実
態
に
つ
い
て
は
、
江
人
の
拠
点
の
具
体
的
な
所

在
が
明
ら
か
で
な
い
た
め
、
難
波
地
域
で
発
掘
さ
れ
て
い
る
範
囲
の
傾
向
で
し

か
論
じ
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
難
波
地
域
や
河
内
平
野
で
の
漁
具
の
出
土
傾
向



―35―

が
高
い
も
の
の
、
農
耕
も
兼
業
し
て
行
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

住
吉
に
お
け
る
農
耕
の
歌
（
一
二
七
五
・
二
二
四
四
）
は
、
実
景
を
詠
ん
だ
の

で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
地
域
で
田
が
耕
作
さ
れ
て
い
た
と
い
う
認

識
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
住
吉
地
域
の
集
団
が
漁
獲
物
を
国
家
に
貢
納
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、

史
料
的
限
界
か
ら
確
証
を
得
ら
れ
な
い
が
、
筆
者
は
地
域
内
消
費
や
交
易
だ
け

で
な
く
、
何
ら
か
の
形
で
国
家
的
賦
課
の
対
象
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
る（

（4
（

。

ま
ず
、
住
吉
地
域
の
漁
獲
物
が
地
域
内
だ
け
で
消
費
さ
れ
た
と
は
考
え
難
い
。

七
世
紀
半
ば
の
前
期
難
波
宮
成
立
以
前
は
、
難
波
地
域
に
お
い
て
も
活
発
な
漁

撈
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
住
吉
地
域
南
東
の
耕
地
遺
構
が
検
出
さ
れ

て
い
る
遺
跡
で
も
漁
具
が
僅
か
な
が
ら
出
土
し
て
い
る
こ
と
、
内
陸
部
で
も
遺

物
が
残
り
に
く
い
水
田
漁
撈
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

内
陸
部
の
集
落
が
住
吉
地
域
の
漁
撈
従
事
者
に
常
時
多
量
の
水
産
物
を
求
め
る

こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る（

（4
（

。

次
に
交
易
に
つ
い
て
は
、
難
波
津
等
で
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
、
難
波
津
周
辺
に
お
け
る
交
易
が
、
住
吉
地
域
の
漁
撈
活
動
存
立
の
主
要
因

で
あ
っ
た
か
は
疑
問
で
あ
る
。
住
吉
地
域
で
は
、
九
世
紀
に
な
る
と
漁
具
や
集

落
の
遺
構
が
減
少
す
る
た
め
、
こ
の
時
期
に
漁
撈
活
動
の
縮
小
ま
た
は
再
編
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
難
波
津
周
辺
に
お
け
る
交
易
活
動
は
、
以

前
は
長
岡
遷
都
に
よ
る
難
波
宮
の
廃
止
と
摂
津
職
の
停
止
に
よ
り
停
滞
し
た
と

考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
で
は
、
考
古
学
・
文
献
史
学
双
方
の
観
点
か
ら
平

ま
た
、
雑
供
戸
そ
の
も
の
の
検
討
か
ら
は
、
漁
撈
集
団
の
専
業
化
に
は
政
治

的
編
成
に
よ
る
生
活
保
障
が
必
要
と
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
後
述
す
る

住
吉
地
域
の
事
例
か
ら
も
、
専
業
的
な
漁
撈
集
団
の
存
立
に
は
、
主
と
し
て
交

易
よ
り
も
政
治
的
編
成
が
必
要
と
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
橋
本
道
範
氏
に
よ

れ
ば
、
一
二
世
紀
の
近
江
国
堅
田
で
漁
獲
物
を
鴨
社
に
貢
納
し
た
供
祭
人
が
、

下
行
米
に
よ
る
生
活
保
障
を
必
要
と
し
て
お
り
、
中
世
前
期
の
堅
田
で
も
専
業

化
に
は
政
治
的
編
成
を
必
要
と
し
た
こ
と
が
分
か
る（

（4
（

。
古
代
に
お
け
る
生
業
の

専
業
化
も
、
こ
の
よ
う
な
政
治
的
編
成
と
の
関
係
を
踏
ま
え
て
論
じ
ら
れ
る
べ

き
で
あ
ろ
う（

（4
（

。

住
吉
地
域
の
生
業
と
貢
納

住
吉
地
域
に
お
け
る
飛
鳥
・
奈
良
時
代
の
漁
撈
活
動
は
、
製
鉄
の
痕
跡
も
見

ら
れ
る
も
の
の
、
曳
網
漁
と
い
う
あ
る
程
度
の
労
働
力
編
成
を
必
要
と
す
る
漁

撈
を
行
っ
て
お
り
、
難
波
地
域
よ
り
漁
撈
へ
の
専
従
度
が
高
い
集
団
と
評
価
さ

れ
て
い
る（

（4
（

。
一
方
で
、
飯
蛸
壷
縄
漁
は
操
業
時
期
が
春
先
で
あ
り
、
水
田
耕
作

と
の
兼
業
が
可
能
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
ま
た
、
山
之
内
遺
跡
で

は
六
世
紀
末
か
ら
七
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
鋤
が
出
土
し
て
い
る
。
住
吉
地
域

に
お
け
る
農
具
の
出
土
は
限
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
傾
向
は
上
町
台
地
南
東
の

耕
地
遺
構
が
確
認
さ
れ
て
い
る
遺
跡
で
も
同
様
で
あ
る
。
鉄
製
農
具
は
豪
族
が

集
中
保
有
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
、
そ
の
中
で
農
具
が
出
土
し
て
い
る
こ
と

に
は
注
目
し
た
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
住
吉
地
域
の
集
団
は
、
必
ず
し
も
漁
撈

の
み
を
日
常
的
に
行
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
難
波
地
域
よ
り
漁
撈
の
比
率
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の
漁
撈
は
歌
に
詠
ま
れ
続
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
天
皇
や
従
駕
官
人
が
繰
り
返

し
歌
に
詠
ん
だ
漁
撈
の
成
果
物
が
、
全
く
貢
納
さ
れ
な
い
と
は
考
え
難
い
。
ま

た
、
九
九
七
番
歌
に
住
吉
の
粉
浜
の
蜆
が
歌
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
具
体
的
な
漁

獲
物
を
詠
み
手
が
知
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と

も
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
半
ば
の
難
波
行
幸
に
際
し
て
は
、
住
吉
地
域
の
漁
獲

物
が
天
皇
に
献
上
さ
れ
、
従
駕
官
人
に
も
振
舞
わ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
難
波
宮
に
近
い
大
坂
城
跡
か
ら
、
飛
鳥
時

代
か
ら
奈
良
時
代
半
ば
に
か
け
て
の
「
贄
」
と
墨
書
さ
れ
た
土
器
が
出
土
し
た

こ
と
は
、こ
の
地
域
に
贄
を
扱
う
機
関
が
存
在
し
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。『
令

集
解
』
職
員
令
大
炊
寮
条
所
引
の
古
記
及
び
令
釈
に
は
、「
別
記
云
。
大
炊
戸

廿
五
戸
、
津
国
客
饗
。
為
二

品
部
一

、
免
二

雑
徭
一

。
戸
止
五
戸
定
、
余
皆
止
。」

と
あ
り
、
摂
津
国
に
は
外
国
使
節
の
饗
応
の
た
め
に
雑
徭
免
の
大
炊
戸
二
五
戸

が
官
員
令
別
記
に
よ
り
設
置
さ
れ
、
時
期
は
不
明
だ
が
後
に
五
戸
に
削
減
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
見
え
る
。摂
津
職
で
は
、「
客
饗
」や
難
波
宮
の
維
持
等
に
関
わ
っ

て
恒
常
的
に
食
料
の
消
費
が
見
込
ま
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
国
家
的
な
消
費
に
関
わ
っ
て
、
住
吉
地
域
の
漁
撈
活
動
が
国
家
的
賦
課
の
対

象
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
が
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
漁
撈
活
動
は
九
世
紀
頃
に
縮
小
ま
た

は
再
編
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
動
向
が
一
〇
世
紀
の
『
延
喜
式
』

に
見
ら
れ
る
海
産
物
の
少
な
さ
に
帰
結
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
動
向
の
確
実
な
要
因
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
。
貢
納
体
制
の
変
化
に

安
時
代
に
も
存
続
し
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

積
山
洋
氏
は
、
難
波
京
周
辺
の
奈
良
時
代
末
か
ら
平
安
時
代
前
期
に
か
け
て

の
考
古
学
的
な
変
遷
に
つ
い
て
検
討
し
、
難
波
津
周
辺
で
は
九
世
紀
前
半
頃
ま

で
の
遺
構
・
遺
物
群
と
一
〇
世
紀
ま
で
連
続
す
る
遺
構
・
遺
物
群
が
あ
り
、
そ

の
ピ
ー
ク
は
九
世
紀
前
半
に
あ
る
と
説
い
た（

（5
（

。

文
献
史
学
の
立
場
か
ら
は
、
西
本
昌
弘
氏
が
、
延
暦
四
年
以
降
一
一
世
紀
前

半
に
至
る
ま
で
、
長
岡
京
・
平
安
京
方
面
か
ら
瀬
戸
内
海
へ
抜
け
る
場
合
に
、

淀
川
下
流
の
難
波
や
難
波
津
が
頻
繁
に
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
九
世
紀
半
ば

に
至
っ
て
も
難
波
に
は
貴
族
の
邸
宅
が
あ
っ
た
こ
と
等
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ

し
て
、
延
暦
八
年
に
摂
津
職
が
公
私
の
船
を
勘
過
す
る
こ
と
が
停
止
さ
れ
た
こ

と
も
、
瀬
戸
内
海
航
路
に
お
け
る
通
行
の
自
由
化
を
は
か
っ
た
も
の
と
し
、
難

波
津
に
来
航
す
る
船
舶
が
増
加
し
た
可
能
性
を
論
じ
て
い
る（

（5
（

。

こ
の
よ
う
な
平
安
時
代
に
お
け
る
難
波
で
の
交
易
活
動
の
状
況
は
、
九
世
紀

に
お
け
る
住
吉
地
域
の
漁
撈
活
動
の
傾
向
と
は
一
致
し
な
い
。
住
吉
地
域
の
漁

撈
活
動
は
、
難
波
津
で
の
交
易
活
動
の
存
否
に
関
わ
ら
ず
縮
小
ま
た
は
再
編
し

た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
漁
撈
活
動
が
交
易
だ
け
に
支
え
ら
れ
た
も
の

で
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

筆
者
は
、
住
吉
地
域
に
お
い
て
漁
撈
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
や

は
り
王
権
・
国
家
と
の
関
わ
り
に
よ
る
と
考
え
る
。『
万
葉
集
』
九
九
九
番
歌

の
左
注
か
ら
、
聖
武
天
皇
が
難
波
行
幸
に
際
し
て
住
吉
地
域
の
漁
撈
を
遊
覧
し

て
い
る
こ
と
、
他
の
万
葉
歌
で
も
度
重
な
る
難
波
行
幸
に
お
い
て
難
波
や
住
吉
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担
の
振
替
に
よ
っ
て
若
狭
国
の
よ
う
に
専
業
化
し
た
可
能
性
も
残
さ
れ
る
。
た

だ
し
、
現
状
の
漁
具
出
土
状
況
か
ら
は
、
江
人
が
難
波
地
域
に
設
定
さ
れ
た
と

す
る
限
り
、
専
業
的
な
漁
撈
活
動
を
展
開
し
て
い
た
と
は
考
え
難
い
。

専
業
化
の
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
他
の
雑
供
戸
も
同
様
で
あ
る
。

御
厨
に
つ
な
が
る
雑
供
戸
の
生
業
実
態
の
解
明
は
、
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て

の
地
域
社
会
編
成
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

住
吉
地
域
で
は
、『
万
葉
集
』
に
頻
繁
に
詠
ま
れ
る
八
世
紀
の
漁
撈
活
動
が
、

九
世
紀
に
縮
小
ま
た
は
再
編
さ
れ
、『
延
喜
式
』
に
海
産
物
の
貢
納
が
ほ
ぼ
規

定
さ
れ
な
い
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
漁
撈
活
動
も
国
家
的

賦
課
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、九
世
紀
に
お
け
る
縮
小
・

再
編
の
要
因
と
し
て
は
、
難
波
宮
や
摂
津
職
廃
止
に
伴
う
貢
納
体
制
の
変
化
を

想
定
し
た
。

難
波
津
で
の
交
易
が
、
両
地
域
の
漁
撈
活
動
の
存
立
に
ど
の
程
度
寄
与
し
た

か
、
厳
密
に
は
測
り
得
な
い
。
し
か
し
、
難
波
地
域
の
漁
撈
活
動
は
、
考
古
資

料
の
状
況
か
ら
は
専
業
的
だ
っ
た
と
は
考
え
難
く
、
必
ず
し
も
難
波
津
で
の
交

易
が
漁
撈
活
動
の
専
業
化
に
寄
与
し
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
住
吉
地
域

で
も
、
難
波
津
周
辺
で
の
交
易
が
継
続
す
る
期
間
内
に
漁
撈
活
動
の
縮
小
・
再

編
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
難
波
津
に
お
け
る
交
易
以
外
に
、
漁
撈
活
動
を

行
う
要
因
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
が
正
し
け
れ
ば
、
特
に

住
吉
地
域
に
お
け
る
活
発
な
漁
撈
活
動
は
、
交
易
だ
け
で
な
く
王
権
・
国
家
と

の
関
わ
り
の
中
で
編
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

関
わ
る
こ
と
と
し
て
は
、
八
世
紀
末
に
難
波
宮
と
摂
津
職
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
大
炊
戸
の
事
例
か
ら
も
食
料
消
費
に
関
わ
る
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
り
、
貢
納
体
制
に
何
ら
か
の
変
化
を
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。ま

た
、
第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
摂
津
国
に
は
農
業
国
と
し
て
の
性
格
が

あ
っ
た
。
さ
ら
に
、『
類
聚
三
代
格
』
延
喜
二
年
（
九
〇
二
）
三
月
一
二
日
格

に
よ
れ
ば
、
志
摩
・
筑
摩
・
網
曳
・
江
□
等
の
御
厨
に
よ
っ
て
必
要
な
供
御
が

満
た
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
佐
藤
全
敏
氏
ら
に
よ
っ
て
、
贄

の
収
取
制
度
が
八
世
紀
末
か
ら
九
世
紀
頃
に
再
編
さ
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る（

（5
（

。
畿
内
近
国
に
お
い
て
摂
津
国
に
求
め
ら
れ
る
も
の
が
、
水
産
物
よ
り
も

農
作
物
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
複
合
的
な
要
因

に
よ
っ
て
、
住
吉
地
域
の
漁
撈
活
動
も
再
編
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
古
代
難
波
・
住
吉
地
域
に
お
け
る
漁
撈
を
中
心
と
し
た
生
業
の

動
向
を
、
史
料
・
文
学
作
品
・
考
古
資
料
を
用
い
て
把
握
し
た
。
そ
し
て
、
こ

の
両
地
域
で
は
漁
撈
と
農
耕
が
兼
業
し
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

難
波
地
域
に
設
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
江
人
は
、
制
度
面
か
ら
は
貢
納
に

対
す
る
給
付
が
な
く
専
業
化
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
が
、
摂
津
国
の
贄
と
の
負
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町
台
地
と
そ
の
周
辺
低
地
に
お
け
る
地
形
と
故
知
里
変
遷
の
概
要
」（『
上
町
台

地
の
総
合
的
研
究
』）
二
〇
一
四
年
。

（
５
）
吉
田
晶
「
国
家
的
港
津
と
し
て
の
難
波
地
域
」（
同
『
古
代
の
難
波
』
教
育
者
歴

史
新
書
）
一
九
八
二
年
。

（
６
）
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編
『
平
城
京
木
簡
』
一
、
一
九
九
五
年
。
同
『
平
城

宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
二
一
、
一
九
八
九
年
。
同
『
平
城
宮
発
掘
調
査

出
土
木
簡
概
報
』
二
五
、一
九
九
二
年
。
同
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』

二
八
、
一
九
九
三
年
。

（
７
）
亀
谷
弘
明
「「
古
代
王
権
と
贄
」
の
展
望
」（
同
『
古
代
木
簡
と
地
域
社
会
の
研
究
』

校
倉
書
房
）
二
〇
一
一
年
（
初
出
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
８
）『
平
安
遺
文
』
巻
一
〇
（
補
四
八
番
）、
東
京
堂
出
版
、
一
九
六
二
年
。

（
９
）『
大
日
本
古
文
書
』
六
（
正
倉
院
文
書
続
々
修
三
十
九
帙
二
）

（
10
）
瀧
川
政
次
郎
「
雑
供
戸
考
」（
同
『
法
制
史
論
叢
第
四
冊　

律
令
諸
制
及
び
令
外

官
の
研
究
』
名
著
普
及
会
）
一
九
六
七
年
（
初
出
、
一
九
五
八
年
）。

（
11
）
渡
辺
晃
宏
「『
万
葉
集
』
か
ら
平
城
宮
を
考
え
る
」（『
美
夫
君
志
』
九
三
）
二
〇

一
六
年
。

（
12
）
中
西
進
『
万
葉
集　

全
訳
注
原
文
付
』
一
～
四
、
講
談
社
文
庫
。
小
島
憲
之
「
凌

雲
集
の
研
究
」『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
』
中
、
塙
書
房
、
一
九
七
九
年
。
新
編

日
本
古
典
文
学
全
集
一
一
『
古
今
和
歌
集
』
小
学
館
、
一
九
九
四
年
。

（
13
）
瀧
川
政
次
郎
「
鵜
飼
、
江
人
、
網
引
、
三
色
品
部
の
生
態
」（『
萬
葉
律
令
考
』

東
京
堂
出
版
）
一
九
七
四
年
。

（
14
）
註
（
１
）
書
、
第
六
章
「
奈
良
時
代
の
難
波
」。

（
15
）
註
（
12
）
小
島
書
。

（
16
）
西
本
昌
弘
「
平
安
時
代
の
難
波
津
と
難
波
宮
」（
続
日
本
紀
研
究
会
編
『
続
日
本

紀
と
古
代
社
会
』
塙
書
房
）
二
〇
一
四
年
。

（
17
）
吉
井
巌
「『
万
葉
集
』
の
住
吉
」
小
島
憲
之
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
『
古
典
学
藻
』

塙
書
房
、
一
九
八
二
年
。

註（
１
）
大
阪
市
『
新
修
大
阪
市
史
』
第
一
巻
第
六
章
「
奈
良
時
代
の
難
波
」
一
九
八
八
年
。

（
２
）
網
野
善
彦
「
海
民
の
諸
身
分
と
そ
の
様
相
」「
天
皇
の
支
配
権
と
供
御
人
・
作
手
」

（
網
野
善
彦
著
作
集
第
七
巻
『
日
本
中
世
の
非
農
業
民
と
天
皇
』
岩
波
書
店
）
二

〇
〇
八
年（
初
出
一
九
七
一
・
一
九
七
二
）。
同「
中
世
か
ら
見
た
古
代
の
海
民
」（
大

林
太
良
編
『
日
本
の
古
代
第
８
巻　

海
人
の
伝
統
』
中
央
公
論
社
）
一
九
八
七
年
。

（
３
）
佐
野
静
代
「
湖
の
御
厨
の
環
境
史
」（
同
『
中
近
世
の
村
落
と
水
辺
の
環
境
史
』

吉
川
弘
文
館
）
二
〇
〇
八
年
（
初
出
、
二
〇
〇
六
）。

（
４
）
趙
哲
済
・
市
川
創
・
高
橋
工
・
小
倉
徹
也
・
平
田
洋
司
・
松
田
順
一
郎
・
辻
本
裕
也
「
上

た
だ
し
、
吉
田
一
彦
氏
・
寺
崎
保
広
氏
に
よ
っ
て
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
殺

生
禁
断
令
に
伴
い
漁
撈
集
団
へ
の
食
料
支
給
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る（

（5
（

。
食
料
支
給
の
対
象
に
は
、
専
業
集
団
だ
け
で
な
く
半
農
半
漁
の
人
々
も

含
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
あ
る
程
度
漁
撈
の
比
率
が
高
い
集
団
の

存
立
に
と
っ
て
は
、
交
易
も
不
可
決
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
複

合
的
な
要
因
に
よ
っ
て
人
々
の
生
活
が
存
立
し
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。本

稿
で
は
、
複
数
分
野
の
史
資
料
を
用
い
て
隣
接
す
る
二
つ
の
小
地
域
の
生

業
を
検
討
し
た
。
考
古
学
分
野
で
の
進
展
が
目
覚
ま
し
い
生
業
研
究
に
、
文
献

史
料
や
『
万
葉
集
』
等
、
他
分
野
の
史
資
料
か
ら
も
迫
る
こ
と
で
、
よ
り
具
体

的
な
生
業
実
態
を
把
握
で
き
、
さ
ら
に
貢
納
と
の
関
わ
り
も
論
じ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
生
業
研
究
の
手
法
の
一
つ
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
考
え

る
。
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（
18
）
註
（
12
）
中
西
書
。

（
19
）
阿
蘇
瑞
枝
『
萬
葉
集
全
歌
講
義
（
巻
第
九
・
巻
第
十
）』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
九
年
。

（
20
）『
大
阪
上
町
台
地
の
総
合
的
研
究
』
二
〇
一
四
年
。
ほ
か
。

（
21
）
大
庭
重
信
・
丸
山
真
史
「
大
阪
地
域
に
お
け
る
先
史
・
古
代
の
漁
撈
活
動
の
変

遷
と
難
波
宮
下
層
遺
跡
の
評
価
」『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
六
四
、
二
〇
一
七
年
。

（
22
）
真
鍋
篤
行
氏
は
、「
弥
生
時
代
以
降
の
瀬
戸
内
地
方
の
漁
撈
の
発
展
に
関
す
る
考

古
学
的
考
察
」（『
瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館
紀
要
』
七
、
一
九
九
四
年
）
で
、

土
錘
の
形
状
や
重
量
等
か
ら
そ
れ
が
使
用
さ
れ
た
漁
法
の
復
元
研
究
を
行
っ
た
。

そ
の
成
果
に
よ
る
。

（
23
）
杉
本
厚
典
「
難
波
宮
下
層
遺
跡
に
お
け
る
手
工
業
生
産
」『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
六

四
号
、
二
〇
一
七
年
。

（
24
）
財
団
法
人
大
阪
市
文
化
財
協
会
『
大
坂
城
後
』
Ⅵ
、
二
〇
〇
二
年
。

（
25
）
財
団
法
人
大
阪
市
文
化
財
協
会
『
大
坂
城
跡
』
Ⅶ
、
二
〇
〇
三
年
。

（
26
）
財
団
法
人
大
阪
市
文
化
財
協
会
『
上
本
町
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
』
Ⅰ
、二
〇
一
〇
年
。

（
27
）
財
団
法
人
大
阪
市
文
化
財
協
会
『
南
住
吉
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
Ⅲ
』
二
〇
〇
四
年
。

（
28
）
財
団
法
人
大
阪
市
文
化
財
協
会
『
山
之
内
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
』
Ⅱ
、一
九
九
九
年
。

（
29
）西
畑
佳
恵「
山
之
内
遺
跡
出
土
の
鉄
製
Ｕ
字
形
鋤
先
」（
大
阪
市
文
化
財
協
会
編『
葦

火
』
一
七
号
）
一
九
八
八
年
。

（
30
）
財
団
法
人
大
阪
市
文
化
財
協
会
「
遠
里
小
野
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
」（『
山
之
内

遺
跡
発
掘
調
査
報
告
』
Ⅱ
）
一
九
九
九
年
。

（
31
）
大
阪
市
博
物
館
協
会
大
阪
文
化
財
研
究
所
『
瓜
破
・
住
道
矢
田
・
矢
田
遺
跡
発

掘
調
査
報
告
』
二
〇
一
三
年
。
大
阪
市
博
物
館
協
会
大
阪
文
化
財
研
究
所
『
矢

田
遺
跡
Ｃ
地
点
発
掘
調
査
報
告
』
二
〇
一
四
年
。
大
阪
市
博
物
館
協
会
大
阪
文

化
財
研
究
所
『
矢
田
遺
跡
Ｄ
地
点
発
掘
調
査
報
告
』
二
〇
一
四
年
。

（
32
）
大
阪
府
教
育
委
員
会
『
大
和
川
今
池
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
』
一
九
八
三
年
。
大

阪
府
教
育
委
員
会
『
大
和
川
今
池
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
』
Ⅸ
、
一
九
九
二
年
。

大
阪
府
教
育
委
員
会
『
大
和
川
今
池
遺
跡
Ⅹ
、
南
花
田
遺
跡
Ⅵ 

: 

大
阪
府
水
道

部
送
水
管
布
設
に
伴
う
発
掘
調
査
概
要
』
一
九
九
二
年
。
大
阪
府
文
化
財
セ
ン

タ
ー
『
大
和
川
今
池
遺
跡
』
Ⅲ
、
二
〇
一
〇
年
。
大
阪
府
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
大

和
川
今
池
遺
跡
』
Ⅳ
、
二
〇
一
一
年
。

（
33
）
堺
市
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
堺
市
文
化
財
調
査
概
要
報
告
』
五
二
、
一
九

九
五
年
。

（
34
）
大
阪
府
教
育
委
員
会
『
大
和
川
今
池
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
』
Ⅶ
、
一
九
九
〇
年
。

（
35
）
註
（
21
）
大
庭
・
丸
山
論
文
。

（
36
）
註
（
２
）
網
野
論
文
。

（
37
）
註
（
３
）
佐
野
論
文
。

（
38
）
狩
野
久「
品
部
雑
戸
制
論
」（
同『
日
本
古
代
の
国
家
と
都
城
』東
京
大
学
出
版
会
、）

一
九
九
〇
年
。

（
39
）
註
（
２
）
網
野
論
文
。
長
山
泰
孝
「
贄
と
調
に
つ
い
て
」（
同
『
古
代
国
家
と
王
権
』

吉
川
弘
文
館
）
一
九
九
四
年
（
初
出
、
一
九
八
〇
年
）。
樋
口
知
志
「
律
令
制
下

の
贄
に
つ
い
て
（
下
）」（『
東
北
大
学
附
属
図
書
館
研
究
年
報
』
二
二
）
一
九
八

九
年
。

（
40
）
狩
野
久
「
御
食
国
と
膳
氏
」（
同
『
日
本
古
代
の
国
家
と
都
城
』
東
京
大
学
出
版
会
）

一
九
九
〇
年
。
弥
永
貞
三
「
古
代
志
摩
国
と
そ
の
条
里
」（
同
『
日
本
古
代
社
会

経
済
史
研
究
』
岩
波
書
店
）
一
九
八
〇
年
（
初
出
、
一
九
七
五
）。

（
41
）
註
（
40
）
狩
野
論
文
。
舘
野
和
巳
「
若
狭
の
調
と
贄
」（
小
林
昌
二
編
『
越
と
古

代
の
北
陸　

古
代
王
権
と
交
流
３
』
名
著
出
版
）
一
九
九
六
年
。
ほ
か
。

（
42
）
註
（
41
）
舘
野
論
文
。

（
43
）
註
（
21
）
大
庭
・
丸
山
論
文
。

（
44
）
橋
本
道
範
「
中
世
前
期
の
堅
田
漁
撈
」（
同
『
日
本
中
世
の
環
境
と
村
落
』
思
文

閣
出
版
）
二
〇
一
五
年
（
初
出
、
二
〇
一
一
）。

（
45
）
池
田
敏
宏
氏
・
津
野
仁
氏
（「
関
東
地
方
の
古
代
生
業
」
日
本
考
古
学
協
会
二
〇

一
一
年
度
栃
木
大
会
実
行
委
員
会
『
研
究
発
表
資
料
集
』
二
〇
一
一
年
）
や
渥

美
賢
吾
氏
（「
茨
城
県
の
古
代
生
業
」（
同
前
））
の
考
古
学
的
な
検
討
に
よ
れ
ば
、
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茨
城
県
で
は
専
業
的
な
漁
撈
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
文
献
史
学
の

立
場
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な
専
業
的
な
漁
撈
活
動
と
貢
納
・
交
易
と
の
関
係
を

探
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

（
46
）
註
（
21
）
大
庭
・
丸
山
論
文
。

（
47
）
大
野
左
千
夫
「
漁
撈
」（
石
野
博
信
・
岩
崎
卓
也
・
河
上
邦
彦
・
白
石
太
一
郎
編
『
古

墳
時
代
の
研
究　

第
４
巻　

生
産
と
流
通
Ⅰ
』）
一
九
九
一
年
。

（
48
）
瀧
川
氏
は
註
（
10
）
論
文
で
は
雑
供
戸
の
網
引
は
住
吉
に
い
た
と
さ
れ
る
が
、

後
に
註
（
13
）
論
文
の
中
で
「
集
解
に
見
え
る
網
引
百
五
十
戸
の
大
部
分
は
、

和
泉
の
国
の
沿
岸
に
住
ん
で
い
た
と
思
う
」
と
、
見
解
を
修
正
し
て
い
る
。
筆

者
も
、
網
引
の
所
在
が
史
料
か
ら
確
認
で
き
る
の
は
和
泉
国
の
み
で
あ
る
と
考

え
る
。
た
だ
し
、
八
世
紀
の
住
吉
地
域
に
網
引
が
設
定
さ
れ
て
い
た
可
能
性
ま

で
は
否
定
で
き
な
い
。

（
49
）
註
（
21
）
大
庭
・
丸
山
論
文
。

（
50
）
積
山
洋
「
難
波
京
の
変
容
」（『
条
里
制
・
古
代
都
市
研
究
』
一
八
）
二
〇
〇
二
年
。

（
51
）
註
（
16
）
西
本
論
文
。

（
52
）
佐
藤
全
敏
「
古
代
天
皇
の
食
事
と
贄
」（
同
『
平
安
時
代
の
天
皇
と
官
僚
制
』
東

京
大
学
出
版
会
）
二
〇
〇
八
年
。

（
53
）
吉
田
一
彦
「
魚
を
捕
る
人
々
」（
同
『
民
衆
の
古
代
史
』
風
媒
社
）
二
〇
〇
六
年
。

寺
崎
保
広
「「
日
本
霊
異
記
」
を
読
む
」（『
奈
良
史
学
』
三
一
）
二
〇
一
三
年
。




